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表紙
写真／クレーグ・ダイモンド

「フレンド」表紙
写真／ジョン・ルーク，

写真はイメージです。

「赤い毛糸のマフラー」
18ページ参照

一般
2 大管長会メッセージ――霊感を伝える言葉

大管長　ゴードン・Ｂ・ヒンクレー

10 時　十二使徒定員会　ダリン・H・オークス

18 赤い毛糸のマフラー　フリプシム・ザティクヤン・ライト

25 家庭訪問メッセージ――神に会う備え

26 イエスのたとえ――ふつつかな僕
しもべ

七十人　W・ロルフ・カー

32 ヒンクレー夫妻が歩んできた道

38 末日聖徒の声

「歌ってあげなさい」 ルアナ・リッシュ

ただのセールスチャンスとしか思っていませんでした　ヨランダ・ザヤス

教会に導かれ　ヤダムスレン・ムンクツヤ

48 『リアホナ』2003年10月号の活用法

青少年
6 とどまる力　七十人　H・ロス・ワークマン

22 質疑応答――どうしたらメルキゼデク神権を受けるために最善の備えが

できるでしょうか

30 あの本　スイット・サイサム－アン

42 わたしたちは天父の娘であり 天父はわたしたちを愛しておられます

中央若い女性会長　スーザン・W・タナー

47 御存じでしたか？
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伝道の記事がためになりました
わたしは12歳で，教会の会員になって

から1年と少したちます。『リアホナ』に心

から感謝したいと思います。どこを読ん

でも日々の生活に役立ち，福音について

さらに教えてくれるので好きです。特に

2001年10月号の記事「あなたの召し」は，

宣教師になるために必要な段階が一つ一

つ述べてあり，気に入りました。『リアホ

ナ』と「フレンド」に感謝します。どちらも

とても忠実な福音の友です。

チリ・プンタアレーナスステーク,

プエルトナタレス支部

ルイス・エドゥアルド・ハロ・ブストス

証
あかし

を分かち合う喜び
『リアホナ』は大きな喜びと楽しみを与

えてくれます。救い主は「聖霊があなたが

たにくだる時，あなたがたは力を受けて，

……わたしの証人となるであろう」と約束

されました（使徒1：8）。『リアホナ』は証

がいかにして奇跡を起こすか，いかにし

て一歩ずつイエス・キリストの証人になる

ことができるかを教えてくれます。主を知

ることはわたしにとって大きな喜びであ

り，主を知るよう人を助けることはさらに

大きな喜びです。主のもとに導いた人々

が天国で喜ぶ様子を見るときに，わたし

たちはすばらしい気持ちになるでしょう

（教義と聖約18：16参照）。

ブルガリア・プロブディフ地方部，

スリベン支部

ディミトゥル・ニコロフ

霊的な宝石
『リアホナ』は霊的な宝石です。このす

ばらしい機関誌は，若いときからわたし

の人生を祝福してきました。預言者，聖

見者，啓示者の言葉，青少年向けの価値

ある記事，そして優しく鼓舞してくれる子

供向けの記事は，25年以上の間わたしの

人生を高めてくれました。この高価な真

珠を家の中に置き，その豊かさを理解で

きるようにしてくれた両親に感謝します。

今わたしは自分の子供に，『リアホナ』を

読んで，その神聖な真実を心に満たすよ

う勧めています。

チリ・タルカワノ・コロンステーク，

クルスデルスルワード

ダニエル・マルセロ・カニョレス

読者の便りに感謝
わたしは主がこの末日において，御自

身の民をいかに祝福されているかに驚い

ています。1987年に教会の会員となった

ときから『リアホナ』を購読しています。

「読者からの便り」を読むと，とてもうれし

くなります。世界中から投稿するすばらし

い人々の思いや証はわたしを強めてくれ

ます。主の教会の会員であるわたしは何

と祝福されていることでしょう。この機関

誌は世界中にいる主の民の心に触れるよ

う，神の啓示を受けていると確信してい

ます。

フィリピン・バギオステーク，

ケソンヒルワード

ビクトリノ・F・デラ・クルーズ・ジュニア

読者からの便り

El disco y los pape-
les de la recomendación se
envían desde la oficina de área al
Departamento Misional, en Salt Lake
City, donde la información del disco se in-
gresa al sistema del Departamento Misional. Si los for-
mularios están incompletos o llegan más de 90 días antes

de la fecha en que estarás listo para comenzar tu mis-
ión, puede que se devuelvan a tu presidente de área

con instrucciones de enviarlos nuevamente o solu-
cionar cualquier problema existente.

Luego, un comité de médicos revisa tus registros
médicos y dentales para asegurarse de que estén com-
pletos y para verificar que estés física y emocional-

mente preparado para lidiar con los rigores de la misión
regular.

Después de que tus formularios de recomendación 
hayan pasado por el proceso, estás listo para ser 

puede hacer caso
omiso de una transgre-
sión que no se haya re-
suelto y sentirse en paz
consigo mismo. Si se
demora la confesión, el lla-
mamiento puede posponerse
o cancelarse. El misionero
puede ser enviado a casa con el
propósito de disponer del tiem-
po adecuado para completar el
proceso de arrepentimiento.

EL PROCESAMIENTO DE LOS 

PAPELES

Después de que tus líderes del sac-
erdocio hayan confirmado que estás
listo en todo sentido para servir en la
misión, llenarán el formulario de comen-
tarios y sugerencias para los líderes del sac-
erdocio y lo enviarán a la oficina del área. La
información contenida en los formularios se in-
gresa en un disquete de computadora usando el
programa informático provisto por el
Departamento Misional. Este sistema electróni-
co permite que el Departamento Misional pro-
cese unos 35.000 llamamientos al año.

L I A H O N A
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Sin duda alguna, el recibir el llamamiento es uno de
los pasos más emocionantes y angustiosos de la
vida de un futuro misionero. Si te has preguntado

qué es lo que sucede con los papeles de recomendación
del misionero durante esas pocas semanas de suspenso
después de que salen de las manos del presidente de es-
taca o misión hasta que se convierten en un llamamien-
to a la misión en el buzón, sigue leyendo. Aprenderás
qué es lo que sucede a cada paso del camino y recibirás
valiosa información sobre cómo llenar tus papeles con
éxito.

CÓMO LLENAR LOS PAPELES

Unos cuatro meses antes de que puedas irte a la mis-
ión, fija una cita con tu obispo o presidente de rama para
tener una entrevista personal y recibir los papeles de re-
comendación del misionero. Esos papeles incluyen una
lista de lo que tienes que hacer para llenarlos, el formu-
lario de recomendación del misionero, el formulario para
los líderes del sacerdocio, los registros médicos y den-
tales, y los formularios de seguro.

En el formulario de recomendación para el misionero,
compartirás información concerniente a ti mismo.
Hablarás de tu vida, tus deseos y habilidades de aprender
un idioma, tus estudios y de cómo financiarás tu misión.
Para dar una idea completa y correcta de ti mismo, tú —no
tu madre ni tu padre— debes llenar el formulario. Sé 

totalmente abierto y sincero en cuanto a tus deseos y 
habilidades.

Junto con el formulario, incluye una fotografía tuya en
que vistas y te presentes según las normas de la misión.
Recuerda que, al leer la información que entregues, un
miembro del Quórum de los Doce Apóstoles mirará tu
foto al procurar inspiración sobre el lugar donde debes
ser llamado. Esta foto también se le enviará a tu presi-
dente de misión después de que seas asignado. La
primera impresión que des a tu presidente de misión es
muy importante.

Cuando comiences a llenar el papel de recomen-
dación, fija citas de inmediato con tu dentista y tus
médicos para las evaluaciones. El ver a estos profesion-
ales de la salud con tiempo puede salvarte de retrasar
la misión si hubiera problemas que resolver. La franca y
cuidadosa evaluación tuya y de tu médico en cuanto a
tu salud son importantes en la consideración de tu asi-
gnación misional.

Cuando esos formularios estén completos y hayas re-
suelto tus problemas de salud, entrevístate nuevamente
con tu obispo o presidente de rama. Si él considera que
eres digno y estás listo, te referirá a tu presidente de es-
taca o misión para una entrevista. Si en tu vida hubiera
alguna transgresión que no haya sido resuelta adecuada-
mente, no demores en buscar la ayuda de tus líderes del sac-
erdocio. Ningún futuro misionero debe suponer que

Desde tu primera conversación con tu obispo o presidente de rama hasta 
el momento en que te llegue ese emocionante sobre blanco, aquí te damos 
una idea de lo que sucede y cuándo.

Es tu

por Barbara Jean Jones
ILUSTRACIONES FOTOGRÁFICAS POR JED A. CLARK.
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伝道のプロセス
「伝道のプロセスは4段階あります。（1）求

道者を見つける。（2）求道者を教える。（3）

ふさわしい改宗者にバプテスマを施す。（4）

新会員をフェローシップする。……これから

5年間，10年間，そして20年間，あなたがバ

プテスマに導いた人が，男女を問わず，末日

聖徒イエス・キリスト教会の活発で忠実で，

献身的で，ふさわしい会員であることが大切

です。」（1998年9月20日，テキサス州ヒュー

ストン，宣教師集会）

福音を分かち合う
「宣教師に代わって……聖徒の皆さんにお

願いしたいと思います。知人の中で教会に興

味がある人を宣教師に紹介するために，でき

ることをすべて行ってください。そのように

すれば，皆さんは幸せになります。皆さんの

努力で教会に来るようになる人はすべて，皆

さんの人生に幸福をもたらしてくれます。わ

たしはこのことを皆さん一人一人に約束しま

す。」（1996年5月21日，韓国釜山
プサ ン

，ファイヤ

サイド）

結果は決して予告できません
「自分のすることがどんな結果を生むかは

決して予告できません。性別や年齢を問わず，

皆さんが今日
きょ う

訪問する人，言葉を交わす人，

モルモン書を渡すかもしれない人，皆さんの

申し出を断るかもしれない人，その人が後に

関心を持ってこの教会に入るかもしれませ

ん。……人の心に触れる主の方法は不思議で

す。皆さんは自分のすることがどんな結果を

生むかを決して告げることができません。」

（2002年3月22日，マサチューセッツ州ボスト

ン，宣教師集会）

改 心
「兄弟姉妹，〔新たにバプテスマを受けた会

員が〕確実に改心するように，すなわちこの

偉大な業について心の中に確信を抱くように

することが非常に重要です。それは頭で理解

するだけのことではありません。それは心の

問題であり，聖なる御霊
みた ま

が心に触れることで

す。そしてついに，この業は真実であること

を知るようになります。また，ジョセフ・ス

ミスはまことに神の預言者であること，神は

生きておられ，イエス・キリストも生きてお

られて，御二方が少年ジョセフ・スミスに

御姿
みすがた

を現されたこと，モルモン書は真実であ

ること，神権はそのすべての賜物
たまもの

ならびに祝

福とともにこの地上にあることを，彼らは知

るのです。これは幾ら強調してもしすぎるこ

とはありません。」（1996年11月8日，コロン

ビア，ボゴタ，宣教師集会）

教会には人々に期待していることがあります
「この教会には，人々に期待していること

があります。教会には高い標準があります。

力強い教義があります。教会は人々に大いな

る奉仕を期待しています。怠けてただ従って

いくだけであってはなりません。わたしたち

大管長会メッセージ

「この教会は，
会員が多いにも
かかわらず，
個人に
関心を払います。
会員数が600万，
あるいは1,000万，
1,200万，5,000万
であろうと，
個人が大切である
という事実を
決して見失っては
なりません。」
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は行動を起こすよう人々に期待しており，人々はそれに応

じます。奉仕に参加する機会を歓迎します。そして，奉仕

するときに，様々な事柄を立派に行う能力，理解力が増し，

資格が備わるのです。」（2001年11月6日，ORF〔オースト

リア〕テレビ局とのインタビュー）

歓迎されていると感じる
「この教会に入る人が全員歓迎されるように，くつろい

だ気持ちになれるように，教会に友人がいるように，そし

て教会の中で何か行うことがあるようにして，その人が信

仰と忠実さを増すことができるように，わたしたちは配慮

すべきです。」（2001年3月16日，アルバ，集会）

励ましの言葉
「わたしたちには，バプテスマを受けて教会に入る人々

に対して一つの責務があります。無関心であってはなりま

せん。独り放っておいてはなりません。新会員はこの教会

の方法と文化に慣れるために助けを必要として

います。その助けをすることは，わたしたちに

とってすばらしい祝福であり，絶好の機会です。

……温かい笑顔，親しい握手，励ましの言葉，

これらは驚くべき結果を生みます。」（1999年2

月28日，ユタ州エンサイン／ローズパーク，地

区大会）

親しく迎えること
「彼ら〔宣教師〕は，自分たちがバプテスマ

に導いた人々を養い，助ける責務を，すなわち

友となり，手紙を書き，励ます責務を今もなお

負っています。しかし，兄弟たち，皆さんの責

任はそれ以上です。監督として，ステーク会長

として，長老定員会会長として，皆さんは新会員を親しく

迎え，慰めとくつろぎ，温かさ，幸せを感じさせなければ

なりません。それが，ぜひとも必要です。」（1998年1月10

日，ユタ州ウッズクロス，地区大会）

常に養う
「すべての改宗者に教会内の友人が必要です。友人とは

つまり身近にいてくれる人，質問に答えてくれる人，気を

配り教会に来るよう促してくれる人です。改宗者には責任

が必要です。なすべき事柄が必要です。責任がなければ成

長しません。責任がなければなりません。わたしたちは改

宗者として教会に入る人々の世話をしなければなりませ

ん。福音の中で常に養う必要があるのです。」（1998年1月

10日，ユタ州ウッズクロス，地区大会）

人々の霊性を築く
「今日

こんにち

，わたしが監督あるいはステーク会長であったら，

何をするでしょうか。人々の霊性を築くこと

に主眼を置くよう心がけると思います。主イ

エス・キリスト，永遠の父なる神，預言者ジ

ョセフ・スミスを信じる信仰，またこの業の

回復とそれが意味するもの，それに関するす

べての事柄を信じる信仰を人の心に築くため

に，知っている限りの方法で熱心に働くでし

ょう。聖文を読むように，モルモン書を読み，

新約聖書を読むように促すでしょう。静かに，

よく考え，深く思い巡らしながら読むように，

能力の限りを尽くして勧めることでしょう。

預言者ジョセフ・スミスの教えを読むように

勧めるでしょう。」（1996年9月14日，オレゴン

州ユージン，地区大会）

「伝
道のプロセス

は4段階

あります。

（1）求道者を見つける。

（2）求道者を教える。

（3）ふさわしい改宗者

にバプテスマを施す。

（4）新会員を

フェローシップする。」



個人を思い起こす
「個人に気を配らなければなりません。キリストはいつも

個人について話をされました。病人を個人的に癒
いや

されまし

た。たとえの中で個人について話をされました。この教会

は，会員が多いにもかかわらず，個人に関心を払います。

会員数が600万，あるいは1,000万，1,200万，5,000万であろ

うと，個人が大切であるという事実を決して見失ってはな

りません。」（2000年2月25日，Deseret Newsとのインタビ

ュー）

わたしには証
あかし

があります
「わたしには，この業が真実であるという，真実の，熱烈

な，いきいきとした証があります。永遠の父なる神が生き

ておられ，イエスはキリスト，わたしの救い主，贖
あがな

い主で

あられるということを，わたしは知っています。この教会

の頭
かしら

として立っておられるのはキリストです。わたし

がひとえに望んでいるのは，主がこの

業を進めようとしておられるよう

にこの業を前進させること

です。」（2002年1月20日，

ユタ州ワシントン，

ステーク大会）

■

5

ホームティーチャーへの提案

よく祈って準備した後，あなたが教える人々の参加を

促すような方法を用いて，このメッセージを分かち合っ

てください。次に挙げるのはその例です。

1．木かプラスチックの小さな積み木を6つないし8

つ用意しておく。家族の人々に，これを使って何かを造

ってもらう。次いで，個人の霊性を築くために使える

「積み木」は何か尋ねる。このメッセージの中からヒン

クレー大管長の提案を幾つか紙に書いて積み木にはる。

それぞれの提案はイエス・キリストを信じる信仰を築く

のにどのように役立つだろうか。

2．最初の4つの話を読んで，家族とあなたの地区にい

る宣教師はどのように力を合わせて働けるか話し合う。

3．「歓迎されていると感じる」とそれに続く3つの話

を読む。家族の人々に，新会員を助けた経験について話

してもらう。「個人を思い起こす」を読んで，救い主の愛

について証
あかし

を述べる。

4
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大
学に通い，アルバイトにも恵まれ，

婚約中で，数か月後には結婚する

予定でした。毎日楽しいことばか

りで，輝かしい未来が待ち受けているかのよ

うでした。

不意を突かれました。ある日曜日の朝，ス

テーク会長がこう話しかけてきたのです。

「主はあなたが伝道に出るようお望みです。」

わたしは，これは神からの召しだと強く感じ

ました。そこで，その霊感を行動に移し，伝

道に出ようとすぐに決意しました。

召された任地は南部諸州伝道部です。準備

を始めましたが，大変でした。仕事を辞め，大

学を休学し，結婚を2年後に延期し，愛する

人々に別れを告げるのです。自分にとって大

切な人，大切なものをすべて後に残して行くよ

うな気がしました。

ジョージア州アトランタまで，同期の宣教師

とともに何時間も列車で旅をしました。二人の

宣教師の出迎えを受け，伝道部長のところま

で車で連れて行かれました。短いあいさつが

済むと，バスで早速アラバマ州モントゴメリー

へ向かうようにと伝道部長から告げられまし

た。そこで任地について指示を受けるという

ことでした。それから出迎えに来たあの二人

の長老に連れられてバス発着所まで行き，宣

教師アパートの住所を書いた紙切れを渡され

ました。モントゴメリーの宣教師が何をすれば

よいか教えてくれるそうです。

ためらいがちに発着所に入り，切符を買い，

バスに乗り込みました。外はもう暗くなってき

ています。深い孤独を感じ始めました。窓際

に空席を見つけて座り，努めて平静を保とうと

しましたが，気はめいるばかりでした。どこへ

行くのか，どんな人と生活を共にするのか，あ

るいは何をするのか分からなかったからです。

バスの運転手は，運転席に座るとバックミラ

ー越しにわたしをにらみつけました。そして

立ち上がり，わたしの席まで歩いて来ると大

声で言いました。「おまえさん，何をしでかすつ

もりだ！」乗客全員の視線を一身に受けながら

大声で言われ，わたしはショックを受けました。

どうして怒られるのかまったく見当がつきませ

ん。ほとんど消え入りそうな声で答えました。

「バスに乗っているだけです。」

今度はどなりつけられました。「ここで何を

やらかす魂胆
こんたん

だ！」わたしは気づきませんでし

たが，バスの床には白い線が引かれていまし

た。運転手は線を指さし，その白線より前に

6

正しいことだと思い，すべてを捨てて伝道に出ましたが，
うまくいかないことばかりでした。でも，決してあきらめたくはありません。
伝道地にとどまろうと思いました。

「主
はあなたが

伝道に出るよう

お望みです。」

わたしは，これは

神からの召しだと

強く感じました。

七十人

H・ロス・ワークマン

絵
／
ポ
ー
ル
・
マ
ン



「お
まえさん，

何を

しでかす

つもりだ！」

乗客全員の視線を

一身に受けながら

大声で言われ，

わたしはショックを

受けました。
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ころが，100メートルと行かない所で声がしま

した。「着いたぞ！」運転手はタクシー代を取

り，わたしとわたしのスーツケースを小さな白

い家の前に降ろして去って行きました。

家の明かりは消えていました。玄関までス

ーツケースを運び，ドアをノックしましたが，だ

れも出て来ません。今度はもっと強くノックし

ました。するとしばらくしてドアが開き，眠た

げな目をした宣教師が現れました。

「どなたですか」と尋ねられました。

自分が何者でなぜ来たのかを告げると，そ

んな人物が来ることは知らされていないと言

って，中に入れてくれません。わたしは，申し

訳ないがただ指示に従っているだけだと告げ

ました。

わたしを玄関に立たせたまま，「君に提供で

きる部屋がない」と彼は言いました。

「長老，わたしにどうしろと言うのですか。」

わたしは涙声で言いました。「わたしはここ

に送られてきたのです。ほかに行く当てはあ

りません。」

やっとのことで中へ入れてもらうことができ

ましたが，台所の床しか寝るスペースはない

と言われました。それからその宣教師は自分

の寝室に消えて行きました。そのときほど孤独

感を味わい，自分を不必要な人間だと感じ，

落胆したことはありません。

汚れた床の上にスーツケースを降ろし，明

かりを消しました。落胆のあまり眠れなかった

ので，ドアにもたれてガラス越しに外を見詰め

ました。ほんの数分前にいたあのバス発着所

が見えました。そこに戻って故郷へ帰る切符

を買うのは簡単なことです。お金はまだ十分

に残っていました。喜び，希望，そして夢がす

べて故郷にはあります。愛してくれる人 も々い

ます。以前の仕事に戻り，復学し，家族と再会

し，結婚することもできます。何度も同じこと

を考えました。「故郷へ帰ろう。ここには関心

を持ってくれる人がいない。必要としてくれる

人もいない。」

そのような中で，自問しました。「そもそ

8

座らなければバスから外へ放り出すと命令口

調で言いました。わたしはおびえてすぐに席

を替わりました。かなり後になって知ったので

すが，当時は黒人席と白人席が白い線で分け

られていたのです。合衆国南部では，白人と

黒人の隔離主義を巡る衝突があちこちで起こ

っていました。このバスの運転手は，わたしが

抗議運動でも始めようとしているのではないか

と思ったのです。

何時間もバスに揺られて身を縮め，恐れや

寂しさ，そして屈辱感を払いのけようとしま

した。モントゴメリーに到着するころになっ

ても，手の震えでスーツケースをなかなか持

ち上げられないほどでした。バスは夜遅く到

着しました。発着所にはほとんど人影はなく，

出迎えもありません。唯一の情報といえば，

アトランタで宣教師からもらった住所だけで

す。その住所をどうやって見つけるかも分か

りませんでした。

車の中で寝ているタクシーの運転手を起こ

し，紙に書いた住所まで連れて行ってもらえな

いかと尋ねました。運転手はいらだっていま

した。提示されたタクシー料金はかなりの額

に思えましたが，必ず払うと約束しました。と

「伝道のほんとう

の成功は，グ

ラフで表せるもので

はありません。あな

たの心の中に，そし

て，あなたによって生

活が永遠に変わった

人々の心の中に，刻

み込まれるものなの

です。頻繁に証
あかし

を伝

えてください。宣教

師が力と良い影響力

をいちばん発揮でき

るのは，純粋で飾り

けのない証を述べる

ときです。教えを受

ける人々が改宗する

第一の段階は，あな

たの証なのです。勇

気をもって人々を招

き，彼らが福音の原

則と儀式に従うこと

を通して，自分の生活

を変え，キリストのみ

もとへ行けるように

してください。」

七十人会長会，
デニス・B・
ノイエンシュバンダー長老
「宣教師になった息子へ」
『聖徒の道』1992年1月号，
50



も何の目的でここへやって来たのだろう。」

心に浮かんだのはステーク会長の言葉でし

た。「主はあなたが伝道に出るようお望みで

す。」ステーク会長がその言葉を口にしたと

き，強い霊感を受けました。その気持ちがほ

んとうに強かったからこそ，結婚を延期し，

仕事を辞め，大学を休学してまで伝道に出た

のです。伝道に出ることを主が望んでおられ

ると知ったからです。

しかし，伝道地に来てみると，思い描いて

いた様子とはまったく異なっていました。かつ

ては確信を持っていたのに，今，天からの確

認を最も必要としているときに，その強く感じ

た確信ははまるで遠い昔の思い出のようです。

専任宣教師としての着任は，予想に反して

苦難に満ちていました。それでもわたしは，自

分が主の用向きを持つ者であるということを知

っていました。宣教師として働くことは主の

御心
みこころ

だと，以前ははっきり知っていたのです。

宣教師アパートの暗い窓辺に立ったときに心

底からの確証はありませんでしたが，だからと

いって，自分の召しの神聖さに関して得たあ

の知識がなくなることはありませんでした。

わたしはきわめて大切な選択を迫られてい

たのです。それは自分の望みと主の望みのい

ずれを選ぶかという選択です。わたしの記憶

では，それほど明確に何かを選ぶことを意識

したのはそのときが初めてでした。

わたしは自分に語りかけました。「決して，

決して自分の受けた召しを放棄するようなこと

はしない。何が起ころうと，この伝道地にとど

まる。」その言葉を口にすると，伝道地に到着

してから初めて，心の中に平安を感じました。

それから長い年月がたった今，その経験の

間中ずっと主は導いていてくださったことが分

かります。喜んで従う気持ちを行動で示して

初めて，主はわたしたちに確信をもたらす平

安をお与えになるということを学びました。あ

のとき，正しい選択ができたことをわたしはこ

れからも感謝し続けるでしょう。あの選択がわ

たしの人生を永遠に変えたのですから。■

汚
れた床の上に

スーツケース

を降ろし，

明かりを消しました。

落胆のあまり

眠れなかったので，

ドアにもたれて

ガラス越しに

外を見詰めました。

わたしは

きわめて大切な選択を

迫られていたのです。

9／ 22 00 00 33 年年 11 00 月月 号号
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何
年も前のことですが，大学の学長

就任式で，時がいかに大切である

かを示す話を聴きました。ある学

長の任期が終わり，新学長が仕事に就こうと

していました。退職を前にしたこの賢明な学

長は，激励の気持ちを表そうと，若い後任者

に3枚の封をした封筒を渡して言いました。

「就任中，何か危機が起こるまでこれを開け

てはいけませんよ。どうしようもなくなった

ら，最初の封筒を開けてみなさい。少しは役

に立つ忠告があるでしょう。」

新学長が危機に直面したのは，それから

1年後でした。最初の封筒を開けると，紙が

1枚あり，こう書かれていました。「前任者の

せいにしなさい。」学長は忠告に従い，危機

を乗り切りました。

その2年後，学長は指導力を問われるよう

な重大な問題に再び直面しました。2番目の

封筒を開いて読みました。「役員を再編成し

なさい。」学長はそのとおり実行し，人事が

一新されて非難していた人たちの攻撃はや

み，彼の指導力にも新しい活力が生まれたの

です。

さらに長い年月が流れ，今やベテランとな

った学長に3度目の大きな危機が訪れました。

今回も問題の解決策が書かれているはず，と

期待を込めて封筒を開けると，やはり1枚の

紙が入っていました。しかし，そこに書かれ

ていたのは次のような言葉でした。「封筒を3

枚用意しなさい。」新しい指導者と交代する

時期が来ていたのです。

「タイミングこそすべて」とよく言います

が，もちろんこれは誇張です。しかし，時は

肝心です。伝道の書には次のように書かれて

います。

「天
あめ

が下のすべての事には季節があり，す

べてのわざには時がある。

生るるに時があり，死ぬるに時があり，植

えるに時があり，植えたものを抜くに時があ

り，……

泣くに時があり，笑うに時があり，悲しむ

に時があり，踊るに時があり，

……抱くに時があり，抱くことをやめるに

時があり，

……黙るに時があり，語るに時があ〔る。〕」

（伝道3：1－2，4－5，7）

人生のあらゆる重大な決定を下すときに，

最も大切なのは正しいことを行うことです。

2番目は，1番目に劣らず重要で，正しいこと

人生のあらゆる重大な決定を下すとき，最も大切なのは正しいことを
行うことです。2番目は，1番目に劣らず重要で，正しいことを正しいときに
行うことです。

十二使徒定員会

ダリン・H・オークス

主イエス・キリストを
信じる信仰は，
わたしたちを人生の
あらゆる出来事に
備えさせてくれます。
このような
信仰があれば，
人生の様々な機会に
対処する準備が
できます。
そして，やって来る
好機を生かし，
何かを失って
失望しても挫折せず
進んでいくことが
できるのです。
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を正しいときに行うことです。正しいことでも，間違った

ときにしてしまうと，思いどおりにいかず，無駄に終わっ

てしまうことがあります。正しい選択をしたにもかかわら

ず，タイミングを間違えたために，自分の選択は正しかっ

たのだろうかと困惑することさえあります。

主の時
時に関して最初にお伝えしたいの

は，主は御自身の時刻表を持ってお

られるということです。主は，この

神権時代の初期の長老たちに教えら

れました。「わたしの言葉は確かであ

り，果たされないことはない。」そし

てこう続けられたのです。「しかし，

すべてのことは時節にかなって起こ

る。」（教義と聖約64：31－32）

福音の第一の原則は，主イエス・

キリストを信じる信仰です。信仰と

は信頼を意味します。神の御心
みこころ

と，

神が物事をお進めになる方法を信頼

し，神の時刻表を信頼することです。

自分の時刻表を神に押しつけようと

すべきではありません。十二使徒定

員会のニール・A・マックスウェル

長老は次のように言いました。

「大切なのは，神の時を信頼できる

ほど十分に神を信頼することです。

神がわたしたちの幸福を願っておら

れるとほんとうに信じられるなら，

主が最善と判断なさった計画が実現

するようにすべきではないでしょう

か。これは主の再臨や，ほかのあらゆることについても同

じです。神の全体的な計画や目的を信じるだけでなく，わ

たしたち一人一人のために時を定めておられることを信じ

なければなりません。」1

実際，主の御心と主の時に対する完全な信頼なしには，

主をほんとうに信じることはできません。

主の教会で奉仕の業に携わるとき，いつというのはだれ
が，何を，どこで，どのようにと同じように重要であるこ
とを忘れないでください。

時の大切さを明確に表す例として，地上における主の務

めと，その後十二使徒に授けられた指示を見てみましょう。
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主は地上におられたとき，十二使徒に，異邦人には福音を

伝えず「むしろ，イスラエルの家の失われた羊のところに

行」くように指示されました（マタイ10：6。マタイ10：

5；15：22－26も参照）。そしてこの指示は，適切なときに，

偉大な啓示によって，使徒ペテロにまったく逆の形で与え

られました。そこで初めて，主が命じられたまさにそのと

きに，福音が異邦人にもたらされるようになったのです

（使徒10－11章参照）。

この例が示すように，主は御自分

の時を管理なさるために，絶えず啓

示を与えておられます。この啓示に

よる導きが必要なのです。例えば，

わたしたちあるいは子孫の多くは，

新エルサレムの建設に関する預言の

成就に間違いなく携わることになる

でしょう（教義と聖約84：2－4参照）。

しかし，その最もふさわしい時を御

存じなのは主であり，わたしたちで

はありません。主が時は今であると

言われるまで，この偉大な事業に向

けて土地をならしたり基礎を築いた

りすることは認められませんし，そ

うした祝福にあずかることもできま

せん。ほかの多くのことと同様，主

は御自分の定められたときに，御自

分の方法で，新エルサレムの建設を

進めていかれるのです。

それまでわたしたちは，主が指示

された方法で準備を進めます。主の

時が来たらすぐに応じられるよう備

えておくのです。そうすれば主は，

次の段階に進む時を告げてくださいます。今は自分に課せ

られた仕事と，今日
きょ う

求められていることに集中するだけで

す。このことに関して，主が次のような確信を与えておら

れるのを忘れてはいけません。「わたしは，時が来ればわ

たしの業を速やかに行う。」（教義と聖約88：73）

継続して与えられている啓示を受け入れない人は，物事

を行うのに，早すぎたり遅すぎたり，あるいは，長くやり

すぎたりするために，難しい事態に陥ることが時々ありま

す。多妻結婚はその良い例です。

主の時の重要性は，主が定められた食物に関する律法で

も明らかです。主は昔のイスラエルに，食べ物に関する一

神殿数を増やすことは，常に
目標にしてきました。しかし，このように
早急で劇的な増加を教会と会員に対して
正当に求めることのできた人は
だれもいませんでした。

主の預言者が第一の優先事項として
これを指示するまで待たなければ

ならなかったのです。



時
の大切さを

明確に表す例

として，

地上における主の務め

と，その後十二使徒に

授けられた指示を見て

みましょう。

つの指示をお与えになりました。それから長

い年月を経て，「終わりの時に」存在する

「悪ともくろみ」に対抗するために（教義と

聖約89：4参照），現代の状況に合わせて知恵

の言葉が与えられました。これには，わたし

たちに必要な祝福が約束されています。

主の時は，人生の重大な出来事にも当ては

まります。教義と聖約のすばらしい聖句では，

ある特定の霊的経験は「神自身の時に，神自

身の方法で，神自身の思いに従って起こる」

と宣言しています（教義と聖約88：68）。こ

の原則は，啓示2や，誕生，結婚，死など，

人生の重大な出来事のほとんどに当てはまり

ます。新しい土地に引っ越すことでさえそう

なのです。

正しい方向に進んでいるだけでは十分では

ありません。時も正しくなければならないの

です。時が間違っている場合は行動を調節し，

主の僕
しもべ

によって明らかにされている主の時刻

表に合わせる必要があります。

数年前，ゴードン・B・ヒンクレー大管長

は，儀式が行われている教会の神殿数を，わ

ずか2，3年で約50から100に倍増するという，

大規模な神殿建設計画を発表しました。神殿

数を増やすことは，常に目標となってきまし

た。しかし，このように早急で劇的な増加を教

会と会員に対して正当に求めることのできた

人はだれもいませんでした。主の預言者が第

一の優先事項としてこれを指示するまで待た

なければならなかったのです。主の預言者だ

けが，儀式が行われる神殿数をほんの2，3年

で倍に増やすよう教会に指示できたのです。

わたしは，2001年10月の総大会で別な例を

挙げてお話ししました。福音のメッセージに

興味を持つよう人々に働きかけるうえで，主

の時に従うことがどれほど大切であるかとい

うことです。3福音を宣
の

べ伝えることは主の

業であって，わたしたちの業ではありません。

13／ 22 00 00 33 年年 11 00 月月 号号
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したがって，伝道はわたしたちの時ではなく，

主の時に行われるべきです。現在世界には，

主の再臨の前に福音を聞かなければならない

国があります。それは分かっていますが，強

制することはできません。主の時を待たなけ

ればならないのです。正しい時を主は告げて

くださいます。扉を開け，壁を取り去ってく

ださいます。主の助けと導きを祈り求めてく

ださい。そうすれば，主の手に使われる者と

なり，準備のできている国々や人々，つまり，

今主がわたしたちを使って助けようとしてお

られる人々に福音を伝えることができるので

す。主はすべての子供を愛しておられ，あら

ゆる子供に，主の完全な真理を知り，豊かな

祝福を得てほしいと願っておられます。主は，

グループや個人の準備がいつ整うか御存じで

す。そして福音を伝えるために，主の時刻表

に留意するようわたしたちに望んでおられま

す。

第三者の選択の自由
主の時以外にも，人生の重要な目標の達成

に影響を与えるものがあります。個人的な業

績の幾つかは，第三者の選択の自由にも左右

されるのです。これは大学生の年齢にある若

い人たちにとって，特に大切な二つの事柄に

顕著に表れます。宣教師のときに経験するバ

プテスマと，結婚です。

2001年の夏，オークス姉妹とわたしは，ブラ

ジルのマナウスを訪れ，アマゾン川沿いのそ

の大都市で，100人ほどの宣教師に向けて話を

しました。このようなときにはいつもメモを用

意しているのですが，そのときは話をしようと

立ち上がった途端，御霊
みた ま

の促しを受けました。

メモをわきにやり，時の重要性について，すな

わちこれまで述べてきた聖句や原則について

話す必要があると感じたのです。

わたしは宣教師たちに，最も重要な計画の

中には，第三者の選択の自由や行動がなくて

14

宣
教師は

計画を立て，

働き，力の

かぎりあらゆることを

実行することができます。

しかし，

結果が望みどおりに

なるかどうかは，

周りの人の

意志と行動も

影響するのです。
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は達成できないものがあると話しました。5人の意志と行

動が伴わなければ，今月中に5人のバプテスマを達成する

ことはできないのです。宣教師は計画を立て，働き，力の

かぎりあらゆることを実行することができます。しかし，

結果が望みどおりになるかどうかは，周りの人の意志と行

動も影響するのです。

宣教師の目標は，宣教師本人の選択の自由と行動力に基

づいて立てるべきであって，第三者の意志や行動力を基に

すべきではありません。しかし，

今日
きょ う

は宣教師に話した目標について

詳しく述べる時ではありませんの

で，代わりに，時の原則が人生の別

な場面ではどのように働くのか，例

を挙げてお話ししましょう。

人生への適用
自分の力ではどうにもできないこ

とがあるため，毎日の生活で望んで

いることをすべて計画し，達成する

ことはできません。人生で起きる重

大なことの多くは，前もって計画し

ていたわけでもなく，また，必ずし

も歓迎できるわけではありません。

最も義にかなった望みでさえかなわ

ないことがあります。またかなった

としても，計画とは異なる方法また

は異なるときに実現するのです。

例えば，望めばすぐ結婚できるとは

言い切れません。自分の考えにかな

ったときに結婚することは祝福かもし

れませんが，そうではないこともあり

ます。妻のクリステンが良い例です。彼女が結婚したのは伝

道を終え，大学を卒業して何年もたってからでした。

結婚の時期というのは，前もって計画することがほとんど

不可能な，人生の中でも特に重要な出来事のいちばん良い

例かもしれません。地上の生活における大切な事柄の中に

は，第三者の選択の自由や，主の御心と時に左右されるもの

があります。同じように，結婚も必ずこうなると予測したり，

計画したりすることはできません。わたしたちは義にかなっ

た望みが実現するように努力し，祈ることができますし，また，

そうすべきです。しかしそれでも，希望する結婚の時期を大

幅に過ぎても多くの人が独身のままでいるでしょう。

では主の時を待っている間，何をすべきでしょうか。主イ

エス・キリストを信じる信仰は，わたしたちを人生のあらゆ

る出来事に備えさせてくれます。このような信仰があれば，

人生の様々な機会に対処する準備ができます。そして，やっ

て来る好機を生かし，何かを失って失望しても挫折せず進

んでいくことができるのです。この信仰を働かせようとすると

き，自分の力の及ばない事柄に遭遇した場合の優先順位と

基準をしっかり定め，第三者の選択の自由や主の時が原因

で何が起こったとしても，その優先順

位と基準を忠実に守り通すことが必要

です。これを実行することで，人生に

一貫性が生まれ，指針と平安が得られ

ます。自分の影響力が届かないどんな

状況であっても，決意と基準を保つこ

とができます。

独身成人は，決意し，奉仕すること

で，正しい時と正しい相手を待つ間の

苦しい時期に，強く忠実でいることが

できます。決意と奉仕は，周りの人に

も霊感を与え，強めることができるの

です。賢い人は次のことを決意します。

「わたしは，人生において主を最優先

にし，主の戒めを守ります。」この決意

を実行するか否かは，一人一人にか

かっています。第三者がどのような決

心をしても，この決意を守り通すこと

ができます。この決意は，人生の最も

重要な事柄に対する主の時がいつで

あっても，わたしたちをしっかり支え

てくれます。

卒業までには結婚しようとか，最

初の就職では最低どれくらいの収入を得ようなどと計画す

ることと，これから自分が何をすべきかを固く決意するこ

との違いが分かるでしょうか。

神を信じるなら，また，主の戒めを守り，主を第一にす

るという原則を固く守るなら，たとえ非常に重大なことで

あっても，一つ一つを計画する必要はありません。計画し，

期待し，祈っていた事柄が，望みどおりの時期に実現しな

いこともあるでしょう。しかし，たとえそれが非常に重要

なことであっても，拒絶されたと感じたり，落胆したりす

ることはありません。

生活の中で，主を最優先にすることを決心してください。

15／ 22 00 00 33 年年 11 00 月月 号号

結婚の時期というのは，
前もって計画することがほとんど不可能な，
人生の中でも特に重要な出来事の
いちばん良い例かもしれません。

第三者の選択の自由や
主の御心

みこころ

と時に左右されるのです。
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者が望み，計画してきた専任宣教師になると

いう目標は，突如として実現できなくなった

のです。

もう一つ例をお話ししましょう。ブリガ

ム・ヤング大学の学長を9年務めて，わたし

は解任になりました。それから2，3か月後に，

ユタ州知事から任期10年の州最高裁判所に任

命を受けました。48歳のときです。妻のジュ

ーンとわたしは，その後の人生について計画

を立てようとしました。二人とも機会に恵ま

れなかった専任宣教師になりたかったので

す。わたしたちの計画はこうでした。州最高

裁判所に20年務める。69歳を前に1期10年の2

期目が終了するので，そこで最高裁判所を引

退する。それから伝道の申請を出し，夫婦で

伝道する。

2年前に69歳の誕生日を迎えたとき，この

大切な計画が鮮明によみがえってきました。

計画どおりに人生が進んでいたなら，妻のジ

ューンとともに伝道の申請書を提出していた

主の戒めを守り，主の僕
しもべ

から求められている

ことを行ってください。そうすれば，永遠の

命へと導かれるでしょう。監督に召されよう

と，扶助協会の会長に召されようと，結婚し

ていようと，独身であろうと，たとえ明日死

ぬことになろうと，それはあまり問題ではな

くなります。将来何が起こるかは分かりませ

ん。基本的で個人的なことに最善を尽くして

ください。そして主と，主の時を信頼してく

ださい。

人生には，予期せぬ曲がり角が幾つかあり

ます。わたし自身の経験を例にお話ししまし

ょう。

子供のころは宣教師になるつもりでいまし

た。高校を卒業したのは1950年の6月です。

その1週間後に，何マイルも離れた地で北朝

鮮軍が北緯38度線を越え，アメリカは戦争に

突入しました。わたしは当時17歳でしたが，

ユタ州兵に登録していたため，戦地動員への

準備命令を受けたのです。同世代の多くの若

人
生を

永遠の原則に

しっかりと

結びつけ，

状況や人の行動が

どのようであっても，

原則に従って

行動してください。

そうすれば，

永遠の結果を確信して

主の時を待つことが

できるのです。
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げ，その人格は，自らが交わした聖約と，正しい権能によ

って施された儀式を通して確かなものとなります。アミュ

レクが教えたように，「現世は人が神にお会いする用意を

する時期」なのです（アルマ34：32）。この事実は永遠の

見地，すなわち永遠の時を基準にして物事を見るうえで助

けてくれるはずです。

一人一人が主の言葉に注意深く耳を傾けて，死すべき世

にあってどのように行動すべきか知

ることができるよう祈っています。

また，基準を定めて，決意すること

ができるように祈っています。その

ようにすれば，天の御父の時と調和

し，波長を合わせることができるの

です。■

注

1. Even As I Am（1982年），93

2. ダリン・H・オークス「御霊
みたま

によって教え，

学ぶ」『リアホナ』1999年5月号，21参照

3.「福音を分ち合う」『リアホナ』2002年1月

号，8－9参照

2002年1月29日，ブリガム・ヤング大学で行

われたディボーショナルの説教から

話し合いましょう
1．教会への改宗，新しい町への引

っ越し，結婚などの出来事が実際よ

り何年か早く，あるいは，遅く起こっていたとしたら，人

生がどのように変わっていたか家族と話し合いましょう。

「主の時」の項を交代で読み，主の時刻表に従って行動す

る用意ができていることで，どのような祝福を得てきたか

話してください。

2．家族の一人に，何か物を拾うか紙に何かを書くよう

に言います。次に，その人が言われたことをするのを妨げ

ます。目標を達成しようとするときに，選択の自由と第三

者の行動が果たす役割について話し合ってください。「第

三者の選択の自由」と「人生への適用」を読んでください。

「永遠の見地」から物事を見たために義にかなった決断が

できた人の経験を紹介しましょう。

はずでした。

この計画を立てた4年後，十二使徒定員会に召されまし

た。夢にも思っていなかった出来事でした。主がわたした

ちの考えとは異なる計画，異なる時を持っておられること

を知って，わたしは最高裁判所の判事を退職しました。し

かし，これで重大な出来事が終わったわけではありません。

66歳のとき，妻のジューンが癌
がん

で亡くなりました。2年後，

現在そばにいる永遠の伴侶
はんりょ

のクリステ

ン・マクメインと結婚したのです。

わたしの人生は，計画とはまったく

違ったものになりました。職業が変わ

り，個人としての生活も変わりました。

しかし，主に対する決意，すなわち主

を第一にし，主が望まれることは何で

も行えるように備えるという決意は，

永遠にかかわる重大な事柄の変更に際

しても，わたしを支えてくれたのです。

主への信仰と信頼は，人生に何が起

ころうとも，受け入れ，継続する力を与

えてくれます。長年連れ添った妻の回

復を願う祈りの答えが，なぜ「いいえ」

なのかわたしは理解できませんでした。

けれども主は，それが御心であるとい

う証
あかし

と，受け入れる力を下さいました。

妻の死の2年後，すばらしい女性と出会

いました。彼女は今，わたしの永遠の

妻です。そして，これもまた主の御心で

あったことを知っています。

では，話を元のテーマに戻します。人生のあらゆる出来事

を計画できるとは思わないでください。それがどれほど重大

なことであっても同じです。外からの影響が避けられない事

柄に関して，主の計画と第三者の選択の自由を受け入れら

れるよう備えてください。計画はもちろんします。ただし，自

分の決意に従って調整するのです。そうすれば，何が起こっ

ても人生を全
まっと

うすることができます。人生を永遠の原則にし

っかりと結びつけ，状況や人の行動がどのようであっても，

原則に従って行動してください。そうすれば，永遠の結果を

確信して主の時を待つことができるのです。

時に関する最も大切な原則は，物事を永遠の見地から見

ることです。この世の生活は永遠のほんの一部でしかあり

ません。しかし，この世での行いが，永遠の行く末を形作

ります。人は自らの行動と望みの結果として人格を築き上
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生活の中で，主を最優先にすることを
決心してください。主の戒めを守り，
主の僕

しもべ

から求められていることを
行ってください。そうすれば，
永遠の命へと導かれるでしょう。



ア
ルメニアがまだソビエト連邦に属していたころに

わたしは生まれました。両親はわたしと二人のき

ょうだいに，正直で善良，また道徳的に清く生活

することを教え，できるかぎり立派な教育を受けさせよう

と努めました。しかし，幼稚園で教わったことの一つは，

宗教とは人が現実から目を背けるために作ったものだとい

う考え方でした。そして，12歳になるまで，神が存在する

ことをまったく知りませんでした。

神よ，御名
み な

があがめられますように
12歳のとき，非常に大きな地震が故郷の90パーセントを

破壊し，5万人以上が亡くなりました。そのときわたしは

学校にいました。地響きがどんどん大きくなり，周りのも

のすべてが揺れ始めたのです。建物から避難する人の波に

巻き込まれ，ひどい混乱の中で，ふと「二度と家族に会え

ないかもしれない」という思いが頭をよぎりました。ちょ

うどそのとき，階段の右側の広い廊下に，母が編んでくれ

た赤い毛糸のマフラーがかかっているのが目に留まりまし

た。わたしは突き動かされるように人込みを抜け出し，マ

フラーを取りに戻りました。次の瞬間，3度目の揺れが来

たのです。最後の大きな揺れでした。そして，友達をみん

な乗せたまま階段が崩れ落ちました。われに返ると，学校

全体が大きな瓦礫
がれ き

の山となっていました。けれども，わた

しと赤い毛糸のマフラーを囲む狭い範囲だけは崩れずに残

っていたのです。
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家族は5人とも無事でした。父は7時間探し

た末，母と生後8か月の妹，7歳の弟，そしてわた

しが道路の真ん中に座り込んでいるのを見つけました。そ

のとき父は，たった一言
ひとこと

こう言いました。「神よ，御名が

あがめられますように。」わたしは家を失いましたが，生

まれて初めて神の御名を耳にしました。

懐かしい我が家の思い
地震から11年が過ぎました。わたしはアルメニアの首都

イェレバンの医科大学を卒業したばかりで，眼科の研究生

として母校に残り勉強を続けていました。そして，ボラン

ティア活動の最中に二人の末日聖徒の宣教師と出会い，親

しくなりました。宣教師は我が家でほかの人と同じように

手厚く歓迎されましたが，神について話し始めるやいなや，

家中の空気が張り詰めました。両親はわたしに「宗教を教

える」宣教師は歓迎できないと言いました。わたしとして

は宗教に興味はありませんでしたが，宣教師を拒まなかっ

たのは，その目に何か違うものを感じていたからでした。

宣教師の目は，どこかとても清く純粋で高尚でした。その

目の輝きがどこから来るかを知りたかったのです。

両親の反対を受けてからは，宣教師と会うことを避けて

いました。それでも結局，教会堂で会う約束をしました。

忙しくて話を聞く時間がないことを告げるためです。約束

よりも1時間早く着いたわたしは，いすがたくさん並んだ

部屋に入りました。15人くらいの人が集まっていました。

赤い毛糸の
マフラー
神などいないと教えられて育ちましたが，
震災と一組の宣教師によって
神を見いだしました。

フリプシム・ザティクヤン・ライト

絵
／
ド
ン
・
シ
ー
グ
ミ
ラ
ー

赤い毛糸の
マフラー



じゃまをしないよう静かに座っていると，不

思議な，しかし信じられないほど懐かしい気

持ちに駆られ，驚きました。まだ5歳のとき，

走って家に帰り，母に抱きつき，その日にし

たことを何でも話せたあのころ。母が自分を

愛していて，いつでもそばにいてくれ，何も

恐れることはないと確信できた子供のころの

ような心地になりました。何年も霊的にさま

よった後，やっと自分の家に戻って来たよう

な気がしました。

その夜，生まれて初めてひざまずき，神に

祈りをささげました。もし天の御父がいらっ

しゃるのなら，祈りにこたえていただきたか

ったのです。そして宣教師が教えることは真

実なのか，どうしてこのような不思議な思い

に駆られるのかを教えていただきたいと思い

ました。その後起きたことは，なかなか言葉

では言い表せません。このときほど天の御父

の存在をはっきりと感じたことはありません

でした。御父がわたしを愛してくださってい

ることが分かりました。御父はわたしを御存

じで，ずっとそばにいてくださったのです。

その晩，眠りに就きながら，天の家に戻る道

を見つけたことを心の底から確信しました。

わ
たしは

突き動かされ

るように

人込みを抜け出し，

マフラーを取りに

戻りました。

次の瞬間，3度目の揺れ

が来たのです。

最後の大きな

揺れでした。

そして，友達をみんな

乗せたまま階段が

崩れ落ちたのです。
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それから，入念な福音の勉強が始まりまし

た。そして4か月間真剣に学んだ末，バプテ

スマを受ける決心をしたのです。

その後間もなく，悪いことが立て続けに起

こりました。仕事を失い，医学の勉強を中止

しなければなりませんでした。わたしの興味

や価値観が変わり始めると，古い友人は離れ

て行きました。しかし，何よりも受け入れ難

かったのは，両親がバプテスマに反対したこ

とでした。

わたしは心から両親を愛していました。両

親は，どんな努力も惜しまないで最高の教育

や環境を提供し，わたしが成し遂げてきたこ

とを誇りに思っていました。ところが，バプ

テスマの決意を聞くとショックを受けたので

す。両親の意思にそぐわないことをしたいと

思ったのは，これが初めてでした。それは，

家族みんなにとってつらいことでした。しか

しわたしは，神がバプテスマを受けるように

望んでおられることを知っていました。たと

え家族に反対されても，天の御父を否定する

ことはできなかったのです。

家族はバプテスマ会へ来ることを了承しま

せんでした。そのため，バプテスマの当日，

わたしは一人で教会へ出かけました。バプテ

スマ会にはたくさんの人が来てくれていまし

たが，「家族」のように思うことができたの

は二人の宣教師だけでした。ところが，バプ

テスマフォントへ行こうと振り返ったとき，

母と弟の姿が見えたのです。人生最良の日で

した。家族の存在が，一筋の光のように明る

い未来への希望を持たせてくれたのです。

20

上――バプテスマの日，
フリプシム（右）は
一人で教会へ行った。
アンダーソン姉妹（左）
を含め，たくさんの
友人が出席した。
母親と弟は，
バプテスマの直前に
到着した。
下――ソルトレーク・
シティーの
テンプルスクウェアで
伝道中の
ザティクヤン姉妹。



福音の光を分かち合う
翌年は祝福にあふれていました。支部の責任やボランテ

ィア活動に加え，私立病院に就職が決まり，医師となるた

めの教育を受け続けることができるようになりました。バ

プテスマの後，母が何度か教会の集会に来て，5か月後に

教会に入りました。しかし何よりも貴重だったのは，人生

が天の御父の愛に照らされ，やっと天の家へ戻る道を歩ん

でいるのだと確信できたことです。

その後，福音が人生にもたらした光を人々に伝えたいと

思い，バプテスマからちょうど1年後に，専任宣教師とし

て伝道に出るための申請書を提出しました。父の心が和ら

いでいることを願いつつ，決心したことを父に報告しまし

た。期待に反して，父の反応は怒りに満ちていました。わ

たしは一晩中，自分の部屋で静かに座っていました。翌日，

仕事が終わってからも帰宅するのがとても恐ろしく，残っ

て仕事をしていました。すると，父が職場にやって来たの

です。長い沈黙の後，父はようやく口を開き，こう尋ねま

した。「ほんとうに家や友達，学校，仕事，すべてを置い

てまったく知らない場所へ行きたいのかい？」わたしは

「はい」と答えました。それから伝道に行くために家を離

れる日まで，父とは言葉を交わしませんでした。伝道に出

発したのは，ユタ州ソルトレーク・シティー，テンプルス

クウェア伝道部への召しを受けた10日後のことでした。

新しいモルモン書
伝道に出たとき，母と妹は教会の会員になっていました。

6か月後，母は手紙でこう知らせてきました。「家で新しい

モルモン書を見つけました。お父さんは照れながら，『お

母さんが自分のを置き間違えたんじゃないのか』と言って

います。とても楽しみです。何かが起きています。」後で

分かったことですが，伝道に出て4か月たったころ，父は

通りで宣教師を止め，伝道はどんなものか，どこで食べた

り寝たりしているのか，どのような援助を受けているのか，

どのような日程をこなしているのかなどと尋ねたそうで

す。どうしてこの教会がわたしにとって何よりも大切なの

か知りたかったのです。

伝道に出て8か月後，父から初めて手紙が届きました。

このように書いてありました。「2000年12月2日，バプテス

マを受けた。少しずつ福音を学んだよ。おまえを誇りに思

っている。決してあきらめることなく，わたしたちをこの

道へ導いてくれた娘をとても誇りに思っているよ。」伝道

を終えるころには，家族全員が福音を受け入れ，ほかにも

多くの親戚
しんせき

や友人が教会に入る決意をしていました。

光の中で生きる
わたしは真理を学んできました。ですから，有意義な良

い人生を送らねばならないと強く感じます。神が生きてお

られ，わたしたち一人一人を愛しておられることを知って

います。どのような教育を受けたか，あるいはどのような

背景があるかは関係ありません。主に近づくなら，主の愛

を感じることができます。両親から学んだので知っている

わけでもなく，周りの人たちが信じていたから分かったわ

けでもありません。心の底から感じるのです。最初に会っ

た宣教師の目に輝いていた光は，初めて集会所を訪れて，

懐かしい我が家に戻って来たと感じたあの同じ光です。家

族が一人ずつ教会に加わるときに，その目に宿っていた光

です。聖典の中にも書き記されているあの光です。「あな

たがたがわたしの栄光にひたすら目を向けるならば，あな

たがたの全身は光に満たされ〔る〕……であろう。」（教義

と聖約88：67）■

フリプシム・ザティクヤン・ライトはソルトレーク大学第1ステーク，

ソルトレーク大学第3ワードの会員です。

フリプシムが伝道を終えたとき，家族全員と多くの親戚
しんせき

，
友人がバプテスマを受けていた（上）。
フリプシムの父親も伝道中に改宗し，手紙にこう書き記した。
「決してあきらめることなく，わたしたちをこの道へ導いて
くれた娘をとても誇りに思っているよ。」
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アロン神権の義務を

果たせるようになることで，

メルキゼデク神権に

備えることができる。

アロン神権者はより高い

神権に備えるに当たり，

あらゆる面でふさわしい

生活をしなければ

ならない。

責任感を培う。

メルキゼデク神権者には

たくさんの責任が伴う。

神権を行使することは，

イエス・キリストの名に

よって行動することである。

祈り，断食し，聖文を学び，

戒めを守り，奉仕すること

によって主に近づくことが

できる。

22

小
神権であるアロン神権は，「天使の

働きと備えの福音の鍵
かぎ

を持つもの

であ〔り〕……この福音は，悔い

改めとバプテスマと罪の赦
ゆる

しの福音」です

（教義と聖約84：26－27）。大神権は旧約聖書

の大祭司メルキゼデクにちなんで名付けら

れ，「王国の奥義の鍵，すなわち神の知識の

鍵を持つ」ものです（教義と聖約84：19）。

メルキゼデク神権はさらに高い儀式を執行

し，霊的な祝福を施す権利を含みます。その

ため，あなたはより高い神権を受けてから，

執事，教師，祭司で経験したことよりももっ

と幅広い経験をすることでしょう。

数ある責任の中でもとりわけ，執事は聖餐
せいさん

を配ったり，断食献金を集めたりすること，

教師は聖餐の準備や，ホームティーチングを

行うこと，祭司はバプテスマを施し，聖餐を

祝福し，執事や教師，祭司を聖任することが

できます。こうしたアロン神権の責任はすべ

て霊的なものですが，メルキゼデク神権の儀

式や義務は本質的にさらに霊的なものです。

ですから，より高い神権を受けるに当たり，

聖霊の賜物
たまもの

や神権の祝福を授けるといった，

さらに偉大な責任に対して自らを霊的に備え

なければならないのです。

備えの大部分は，アロン神権のすべての義

務を熱心に果たし，どのような召しを受けて

も，それを尊んで大いなるものとすることに

あります。あなたは救い主の神権を受けるた

めに備えているのであり，その権能を使って

人を祝福するのです。そのため，もっと救い

主に近づくようなことをしなければなりませ

ん。祈り，断食し，聖文を学び，戒めを守り，

世の有害な影響を受けないようにし，人に奉

仕する必要があるのです。

どうしたらメルキゼデク神権を受けるために
最善の備えができるでしょうか

本誌の答えは，問題解決の一助となるように意図されたものであり，教会の教義を公式に宣言するものではありません。

『リアホナ』からの提案



あなたはアロン神権を受
けたことで，メルキゼデ
ク神権を受ける備えをす
でに始めています。これ
から先もっと多くの責任

が与えられるので，今はあなたに授
けられているアロン神権の責任を果
たす必要があります。
モンゴル・ウランバートル北地方部，

オールドダーカン支部

オユンスレン・バンディ，20歳

アロン神権にもメルキゼ
デク神権にも共通してい
るのは奉仕という概念で
す。神権とは奉仕です。
アロン神権を持つにふさ

わしい人は，メルキゼデク神権を持
つ者として，より大いなる奉仕をす
るために備えられるのです。教義と
聖約第84章を勉強して，準備をして
ください。戒めに従えば，あなたの
忠実さが人に喜びをもたらすでしょ
う。

アルゼンチン・サルタ伝道部

ジェフリー・ジャーディン長老，21歳

アロン神権の責任と，そ
れを通して得られる経験
はすばらしいものです。
それはアロン神権を通し
て感じる御霊

みたま

にも同じこ
とが言えます。しかし，わたしたちは
メルキゼデク神権を通してさらに成
熟し，責任感を持つようになり，愛と
喜び，そして慈

いつく

しみをさらに強く感
じられるようになるのです。メルキ
ゼデク神権を受けるには，聖文を研
究し，祈らなければなりません。

イタリア・カタニア地方部，

カタニア第1支部

ジョン・ルーイ・アンブロシオ，18歳
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「わ
たしたちは

若いアロン

神権者であ

る皆さんに期待してい

ます。皆さんが必要で

す。ヒラマンの2,000

人の年若い兵士のよう

に，皆さんも神の霊の

息子であり，皆さんも

天から力を授かり，神

の王国を築き，守るこ

とができるのです。ち

ょうどあの兵士たちと

同じように，皆さんに

も神聖な聖約を交わし

てもらう必要があるの

です。ちょうど彼らが

そうであったように，

皆さんにも完全に従順

かつ忠実になってもら

う必要があるのです。」

十二使徒定員会
M・ラッセル・バラード
「最高の宣教師を輩出する時代
に生きる若者たち」
『リアホナ』2002年11月号，
47

セミナリーや教会のほかのクラ
スに出席することで，より高い
神権の本質を理解できるように
なりました。特に，教義と聖約
第13，20，84，107章を勉強

しました。これらの聖句からは，二つの神権
について広い知識を得ることができます。神
権を尊ぼうと努力すればするほど，わたしの
生活には大きな違いが表れてきます。

ブラジル・オリンダ・パウリスタステーク，

カエテスワード

ウンベルト・マーティンズ・デ・アラウホ・ジュニア，22歳

聖文を学び，祈り，戒めを守るなら，メルキ
ゼデク神権を受けるのに備えることができま
す。主はこうおっしゃいました。「わたしは，
……教えに教え……を加えて，それを人の子
らに与えよう。」（2ニーファイ28：30）こ
れは，福音の中で成長するためには，勤勉に
働き，忍耐を持たなければならないという意
味です。
アルメニア・イェレバン地方部，コミタス支部

グリゴーヤン・バブケン，18歳

神権を使って慈善奉仕を行い，
祭司としての召しを尊んで大い
なるものとすれば，必然的にメ
ルキゼデク神権の職務を行う祝
福に備えられます。また，宣教

師として奉仕するために備えられます。

チリ，サンティアゴ東伝道部

ベニー・C・スミス長老

神権について考えると，天の御父とイエス・
キリストがどれだけわたしたちを愛してくだ
さっているかを感じることができます。神権
とは，救いに必要な儀式を行う偉大な特権で
あり，ふさわしい生活をすることが大切です。
「あなたがたはどのような人物であるべきか。
まことに，あなたがたに言う。わたしのよう
でなければならない」とおっしゃった救い主

の言葉が好きです（3ニーファイ27：27）。
ウクライナ・キエフ地方部，カーキエフスカ支部

ニック・チェメゾフ

アロン神権は準備の神権です。すなわち，メ
ルキゼデク神権を受けてからは，以前とは違
った経験もあるということです。日の栄えの
結婚のような儀式は，より高い神権を持って
いる人が執り行います。アロン神権の責任を
果たすことによって，メルキゼデク神権を受
ける備えをすることができます。
ウルグアイ・モンテビデオ西ステーク，

モンテビデオ第10ワード

エベルス・ラウール・アルバレズ・コメサーニャ，23歳

若い男性にとって，メルキゼデク神権を受け
る以上に神聖なことはありません。神権に伴
う責任はさらに重くなりますが，召しを尊ん
で大いなるものとするなら，祝福も増すので
す。メルキゼデク神権に備える最善の方法は，
毎日ふさわしく生活することです。
ペルー・ベンタニラステーク，ネイバルワード

モイゼス・ネフィ・モラレス・ゴンザレス，17歳

あなたの意見を聞かせてください。
青少年の読者の皆さんへ――下記の質問に対

する答えを，氏名，年齢，ワードおよびステーク

（または支部および地方部）を明記のうえ，写真

を同封して，2003年11月1日までにQuestions

and Answers 11/03, Room 2420, 50 East North

Temple Street, Salt Lake City, UT 84150-3220,

USAに郵送するか，cur - l i ahona - imag

@ldschurch.orgあてに電子メールで送ってく

ださい。

質 問
「何年も前に，誘惑には屈しないと決意した
にもかかわらず，何度も同じ誘惑と戦ってい
ます。これまでは耐えることができました。
主はなぜわたしの決意を認めて，この誘惑を
取り除いてくださらないのでしょうか。」■

『
リ
ア
ホ
ナ
』
の
25
ペ
ー
ジ
は
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ル
・
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」
と
「
フ
レ
ン
ド
」
の
後
に
続
き
ま
す
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神に会う備え

い改め，その後は目的に向かって努力し

て生活する人は，公平な審判の日に，多く

を失うことはないでしょう。重大な罪を犯

していないとはいえ，能力と機会を授か

りながら行動することを怠って惨めな状

態に陥っている人は，多くを失うのです。」

（『歴代大管長の教え――ハロルド・B・リ

ー』236）

十二使徒定員会　ダリン・H・オークス

――「最後の裁きとは，善悪の行為――つ

まりわたしたちが何を行ったか――を集

計して評価するだけにとどまるのではな

く，行いと思いがもたらす最終的な結果

――つまりわたしたちがどのような人物

になったか――を確認することであると

結論することができます。表面的な行動

だけでは不十分です。福音の戒め，儀式，

聖約は，天の口座に預金しておかなくて

はならない行為のリストではないのです。

イエス・キリストの福音は，天の御父がわ

たしたちに望んでおられる状態に到達す

る方法を示す設計図です。」（「主の望まれ

る者となるというチャレンジ」『リアホナ』

2001年1月号，40）

アルマ5：28――「見よ，あなたがた

は高慢な心を取り去っているか。わたし

はあなたがたに言う。もし取り去ってい

なければ，神にお会いする用意ができて

いない。」

モロナイ7：47――「慈愛はキリスト

の純粋な愛であって，……そして，終わり

の日にこの慈愛を持っていると認められ

る人は，幸いである。」

中央扶助協会第二副会長　アン・C・

ピングリー――「家族単位，また家庭単

位による純粋な愛の小さくて簡単な行

為，すなわち慈愛を実践することによって，

世界を変えることができるのです。……

慈愛の行為は，少しずつわたしたちの心

を変え，人格を形成し，ついには『わたし

がここにいます。わたしをお遣わしくださ

い』と勇気と決意をもって主に言える女性

にしてくれるのです。」（「慈愛――家族単

位，家庭単位による行為」『リアホナ』

2002年11月号，108）

大管長　スペンサー・W・キンボール

（1895－1985年）――「警告に耳を傾

け，備えをする人，真夜中に義の油で満

ちた明かりを持っている人，忍耐し，長く

堪え忍び，完全に献身する人は，主ととも

に晩餐
ばんさん

の席に着くことができると約束さ

れています。」（Faith Precedes the

Miracle〔1972年〕，257）

● 自分の明かりの油を満たしていくた

めに，どのようなことができるでしょう

か（教義と聖約45：56－57参照）。
● いっそう慈愛にあふれ，高慢を抑え

るために，何ができるでしょうか。■

家庭訪問メッセージ

以
下のメッセージから訪問先の姉

妹たちの必要に合った聖句や教

えを祈りの気持ちで選び，読ん

でください。自分の経験や証
あかし

を分かち合

い，あなたが教える人々も同様に行うよ

う勧めてください。

アルマ34：32――「現世は人が神に

お会いする用意をする時期である。まこ

とに，現世の生涯は，人が各自の務めを

果たす時期である。」

十二使徒定員会　マービン・J・アシ

ュトン（1915－1994年）――「10人の

おとめ〔マタイ25：1－13参照〕が表してい

るのは，イエス・キリストの教会の民であ

り，この世の一般の人々ではありません。

……自分の明かりの油を用意しておく責

任は，一人一人に課せられた義務であり

成長の機会です。霊的な備えという油は，

人に分けてあげられるたぐいのものでは

ありません。……このたとえでは，油は店

で買うことができましたが，人生において

は，義にかなった生活によって一滴ずつ

満たしていかなければならないのです。」

（“A Time of Urgency,”Ensign, 1974年

5月号，36）

大管長　ハロルド・B・リー（1899－

1973年）――「自分自身の悪い行いを

悔い改める日をどれだけ引き延ばしてき

たのでしょうか。わたしたちの受ける裁

きは，各自の様々な能力や限界，機会，障

害などを考慮に入れてくださる『公平な審

判者』の前で行われます。罪を犯して悔



ユ
タ州北部で両親が経営していた農園

で，男ばかり4人兄弟の中で育った

わたしは，知恵と愛と先見の明を持

つ両親から，数々の貴重な教えを受けました。

両親の言葉と模範により，主を信頼することを

学びました。「すべての勝利と栄光は，〔わたし

たちの〕熱心さと，忠実さと，信仰の祈りを通

して〔わたしたちに〕もたらされる」ということも

学びました（教義と聖約103：36）。主イエス・

キリストとその教えに忠実であることを学んだ

のです。

地上での使命を果たしている間，救い主は，

弟子たちに信仰と忠実さについて教えられま

した。主の言葉の中には，新しく，かつ厳しく

感じられる行いを必要とするものもありました

（ルカ10－19章参照）。その教えに圧倒され，

弟子の中にはこう懇願する者もいました。「わ

たしたちの信仰を増してください。」（ルカ17：5）

救い主はそれに対して，ある教義をお示しに

なりました。わたしたちにはさらに厳しく思え

るかもしれないような教義でした。信仰と忠実

さのたとえです。この，ふつつかな僕のたとえ

は，堅固な人生とはどのようなものかを分かり

やすく描写しています。このたとえの中にある

原則は，イエスが語られた時代のみならず，現

代においても応用することができます。

僕と主人
イエスは次のように言って，たとえを始めら

れました。「あなたがたのうちのだれかに，耕

作か牧畜かをする僕があるとする。」（ルカ17：

7）イエスの時代，僕は主人の財産であり，使用
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イエスのたとえ

イエスは弟子たちに信仰と忠実さ，
そして主の恵みとわたしたちの働きの
関係について教えられました。

七十人

W・ロルフ・カー

僕
し　も　べ

ふつつかな僕ふつつかな



人というよりも奴隷に近いものでした。僕は，

主人の用事が何であれ，行うように法律で義務

づけられていました。例えば作物を植える，羊

の世話をする，食事を準備し，給仕をする，な

どが僕の仕事でした。それと引き換えに，主

人は僕の面倒を見ました。

救い主の問いかけは続きます。「その僕が畑

から帰って来たとき，彼に『すぐきて，食卓につ

きなさい』と言うだろうか。かえって，『夕食の

用意をしてくれ。そしてわたしが飲み食いをす

るあいだ，帯をしめて給仕をしなさい。そのあ

とで，飲み食いをするがよい』と，言うではな

いか。」（7－8節）僕には何を差し置いても主人

の必要を満たすことが義務づけられています。

主人の食事がまだ準備できていないのに，主

人が僕に「下がって食事をしてもよい」と言うな

ど，とうてい考えられないことでした。

そしてイエスはたとえの締めくくりに，次の疑

問を投げかけられました。「僕が命じられたこ

とをしたからといって，主人は彼に感謝するだ

ろうか。〔わたしはそうは思わない。〕」（9節，括

弧内は欽定訳聖書から和訳）僕は働きに対す

る感謝を期待すべきではありません。なぜな

ら，かねて果たすと約束していた任務を果た

したにすぎないからです。

弟子たちがこのたとえの意味を確実に理解

できるよう，救い主はこのように強調されまし

た。「同様にあなたがたも，命じられたことを

皆してしまったとき，『わたしはふつつかな僕で

す。すべき事をしたに過ぎません』と言いなさ

い。」（10節）主人はすでに必要なものをすべて

僕に与えているのですから，僕は主人に借り

イ
エスの時代，

僕は

主人の用事が

何であれ，行うように

法律で義務づけられて

いました。

たとえば作物を植える，

羊の世話をする，

食事を準備し，

給仕をする，などが

僕の仕事でした。

それと引き換えに，

主人は僕の面倒を

見ました。
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を返すために働くだけであり，初めから義務づけられていた

任務を果たしただけのことなのです。

このたとえでイエスは弟子たちに，信仰と忠実さについて

教えようとされていたのだと，わたしは確信しています。農

場で育ったわたしは，子供のころからこの原則について学ん

できました。

忠実と勇敢の原則
農場で4人の男の子が成長していく姿を思い描いてみてく

ださい。わたしたちにとって忠実であるというのは，2マイル

の精神を持つことでした。つまりいちいち指示される前に，

自分で察知し，行うことが求められていたのです。牛にえさ

をやるとは，干し草や，穀類や，発酵させた牧草を，ただか

いばおけに投げ入れるという意味では

ありません。わらを束ねる針金，散らか

った干し草，こぼれた穀類を片付けるこ

とでもありました。牛の世話をするとは，

柵
さく

や門を確認し，牛舎を掃除して，きれ

いなわらを敷き，病気や足の悪い牛がい

ないか確認することでした。畑を耕すと

いうのは，単にトラクターを畑の端から

端まで運転することではありません。鋤
すき

を機械に正しく固定すること，柵や用水

路の土手ぎりぎりまで丁寧に耕すこと，

機械を手入れすること，道具や器具を元

の場所にきちんと戻すことなども求めら

れるのです。

食卓は，食事をするだけの場所では

ありませんでした。教えを受ける所，気

持ちや経験を伝え合う所，将来の計画

をする所でもありました。家庭は単に住

む所ではなく，家族全員で常に掃除をし，

定期的に改装する場所でもありました。皿はただ食べ物を載

せるものではありません。洗って，食器棚にきちんとしまう必

要があります。果物や野菜はひたすら食べてしまうのではな

く，缶詰や瓶詰にしたり，冷凍したりします。家事は子供たち

が担当する仕事の一部でした。「行う価値のある仕事は，立

派に行う価値のある仕事である」という格言を肌で学んでい

たのです。

勇敢であるとは，必要最低限よりも多くを行い，忠実に

自分の義務を成し遂げることです。つまり最善を尽くして
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働くことであり，期待をかなり上回る働きをすることなの

です。わたしたち子供にとって，両親は，勇敢とはどうい

うことなのか，忠実に模範で示してくれる存在であり，二

人の姿を見てきたことが役に立ちました。父は農場での長

い一日の仕事を終えると，ホームティーチングに出かけま

したし，さらに長年にわたって教会の様々な召しを引き受

け，立派に果たしていました。母は農場で働き，神権者と

して責任を果たす夫を支え，そのうえ自分自身もワードや

ステークで多くの責任を果たしていました。両親は忠実で

した。そして確かに勇敢でした。

今日
こんにち

の世の中で忠実さを保つことは難しいという意見を表

す教会員が時々います。こう言うのです。「什分
じゅうぶん

の一を納め

るのは大変だ。」「道徳的な清さを保つのは難しい。」さらに

はこうも言います。「末日聖徒でいること

は難しい。」実際，イエス・キリストの福

音に従う者に困難が待ち受けていると

いう事実は，何も今に始まったことでは

ありませんし，救い主は，そのような難し

いことを行うのに必要な強さを惜しみな

く与えてくださいます。

イエスは弟子たちに厳しいことを数多

く教えられました（ヨハネ6：60参照）。も

しわたしたちが「つらい人生だ」とか「と

うていやりきれない」などと思いがちで

あるとすれば，救い主はどうおっしゃる

のでしょうか。恐らく，使徒たちに尋ね

たのと同じように，こうお尋ねになるの

でしょう。「あなたがたも去ろうとするの

か。」（ヨハネ6：67）救い主は惜しみなく

与えてくださる，情け深い御方です。わ

たしたちがそのことに気づくよう，そして

ペテロと同じように答えられるように，わ

たしは祈っています。「主よ，わたしたちは，だれのところに

行きましょう。永遠の命の言
ことば

をもっているのはあなたです。

わたしたちは，あなたが神の聖者であることを信じ，また知

っています。」（ヨハネ6：68－69）

救い主は弟子たちに，たとえ厳しいと感じる教義に対して

でさえも忠実であるよう求められました。しかし，主が弟子

たちに理解してほしいとお望みになったことがもう一つあり

ました。主人を喜ばすことは，単なる労働観以上の問題であ

るということです。それは心の問題でもあり，天の御父との

わたしたちの農場では，
勇敢であるとは，必要最低限よりも
多くを行い，忠実に自分の義務を
成し遂げることでした。



関係という問題でもあると教えられたのです。

信仰と恵みの原則
農場育ちのわたしたちは，物理的にも霊的

にも，主と両親から一切の恩を受けていること

がよく分かっていました。アミュレクがゾーラム

人に「朝も昼も晩も」自分自身の幸せのために，

また周りの人々の幸せのために祈るよう教え

たように（アルマ34：19－27参照），わたしたち

も同じことを教えられました。家族と個人の祈

りは日常的なことでした。言葉と模範を通して

「収穫をつかさどる主」に信仰を持つように教

えられました（アルマ26：7参照）。鋤
す

き返し，

植え，水を引き，耕してからのことは，主の手

にゆだねるのです。一生懸命働きましたが，日

照や雨，神の恵みと憐
あわ

れみ，そして愛情深い両

親の思いやりがなくては，何もできないという

ことが分かっていました。

この神への信仰，あるいは神への依存は，

ベニヤミン王が次の言葉で教えたことではな

いでしょうか。「あなたがたを造〔ってくださっ

た〕神に，たとえあなたがたが全身全霊の力を

尽くして一切の感謝と賛美をささげたとしても，

……たとえ全身全霊を尽くして仕えたとして

も，それでもなお，あなたがたはふつつかな僕

である。……さて，わたしは尋ねたい。あな

たがたは自分自身のことを何か少しでも言え

るだろういか。言えないと，わたしはあなたが

たに答える。」（モーサヤ2：20－21，25）

わたしたちは自分の命に対して，神に恩が

あります。神の戒めを守ることは義務ではあり

ますが，戒めを守ると，神はすぐにそれに対す

る祝福を下さいます。ですからわたしたちは，

どうしてもお返しすることができないふつつか

な者なのです。恵みがなければ，わたしたち

がいかに勇敢であっても救われることは不可

能です。

十二使徒定員会のニール・A・マクスウェル

長老は，このたとえについて以下のように述べ

ています。

「神の寛大さ〔あるいは恵み〕は，義務を軽く

することによって表されるのではありません。

多く与えられる者からは多く求められるのであ

って，決してその逆ではないのです。神の寛大

さは，義務に関する神の要求標準を下げるこ

とによって表されるのでもありません。そうで

はなくて，神は，弟子が多くをささげ，多く果た

すときに，驚くほどの寛大さを表されるのです。

ささげるものをすべてささげ，なすべきこと

をすべて果たしたのであれば，いつか『〔わた

したちの〕父が持っておられるすべてが』与え

られるのです〔教義と聖約84：38〕。そこに神

の寛大さが表れるのです。義務を果たすとき，

神は約束を守ってくださいます。喜んで約束を

守ってくださるのです。」1

イエスはふつつかな僕のたとえを通して，弟

子たちとわたしたちに，信仰と忠実さについて

教えられました。そして勇敢さと恵みについて

も教えられました。期待される最低限のことよ

りも多くを行って，勇敢でありましょう。「神の恵

みだけが，キリストにあって人を完成へと導く

力を持っている」という事実を，感謝の心をも

って理解できますように（モロナイ10：32－33参

照）。■

注

1．Even As I Am（1982年），86

わ
たしたちは

自分の命に

対して，

神に恩があります。

神の戒めを守ることは

義務ではありますが，

戒めを守ると，

神はすぐに

それに対する祝福を

下さいます。

ですからわたしたちは，

どうしてもお返しする

ことができない

ふつつかな者なのです。

恵みがなければ，

わたしたちが

いかに勇敢であっても

救われることは

不可能です。
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タ
イのコンケンにある大学の寮に入っ

たとき，部屋の隅に青い本があるの

に気づきました。一度も手に取らず，

何か月も後に寮から引っ越したときも本には

触れませんでした。

大学を卒業してから，わたしは地元のカラ

シンに戻りました。ある日友達の家に行くと，

テレビの上に青い本がありました。寮にあっ

た本のことを思い出し，こう尋ねました。「その

本をどこで手に入れたんだい。」友人は，宣教

師がくれたのだと言いました。わたしも同じよ

うな本を見たことがあるけれど，どんな本なの

かは知らないと言うと，彼も読んでいないとの

ことでした。

その本を手に取り，わたしはついに表紙の

言葉を読みました。「モルモン書――イエス・

キリストについてのもう一つの証
あかし

」と記されて

いました。それからぱらぱらと本をめくり，ヤ

コブ書の第5章が目に留まると，栽培されたオ

リーブの木と野生のオリーブの木について読

み始めました。象徴していることの意味はあ

まり分かりませんでしたが，読んでいたら幸せ

な気持ちになりました。

日がたつにつれ，わたしはその本をもっと読

みたいと思ったので，友人の家に借りに行き

ました。家に着くと，友人は二人の宣教師と話

をしているところでした。二人はレード長老と

ハロルドセン長老という名前で，わたしを訪問

すると約束してくれました。宣教師たちは約束

どおりに家を訪れ，天の御父の計画について

信じていることを話してくれました。二人が話

すと天の御父の愛を感じました。

宣教師たちの勧めで，日曜日の教会に出席

しました。出席者は10人しかいませんでした

が，カラシン支部が好きになり，また来ようと思

いました。

わたしは1999年3月21日にバプテスマを受

け，すぐに宣教師と働くようになりました。宣

教師が懸命に福音を広めようとする姿を見て，

神がその子供たちに抱いておられる愛を感じ

ました。

バプテスマを受けて2か月後に，姉も証を得

てバプテスマを受けました。その1か月後には，

めいも受けました。教会員の協力で，小さな

支部はすぐに3倍の大きさになり，30人ほどの

出席者が定着するようになりました。

バプテスマの1年後には，タイのバンコクで

専任宣教師として奉仕する召しを受けました。

姉も同じ伝道部で働く召しを受けました。

主の真の教会の会員になったのは，運でも

偶然でもないことを知っています。天の御父

は，わたしのための計画を確かにお持ちで，

あの本
わたしはその本を長いこと無視していました。そしてついにその本を
開いたとき，人生を永遠に変えることになったのです。

そ
の青い本を

手に取る機会

は何度か

ありました。

手に取ってみると，

もっと読みたく

なりました。

主がわたしの

生涯の計画を

お持ちであることが

分かりました。

スイット・サイサム－アン
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初めて「あの本」を開いて主の果樹園に

ついて読んだ日から，宣教師になれるよ

うにわたしを備えてくださったので

す。果樹園に出て行って兄弟姉妹

を見つけ，わたしの人生を変

えた本と福音を紹介するの

は，何とすばらしい特権で

しょうか。■

スイット・サイサム－アンは

伝道を終え，現在はタイ・

コンケン地方部カラシン支部

の会員です。
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「夫は自由に羽ばたく大空を与えてくれました」

教会機関誌――御二人は非常に長い間幸福な結婚生活を
送ってこられましたが，どのような秘訣

ひけつ

があるのでしょうか。

ヒンクレー大管長――すばらしい結婚生活を築く基盤と
なるのは，お互いを尊重することですね。つまり，お互いを

尊敬し，お互いの安らぎと幸福に関心を持つことです。これ

がいちばん大切です。もし夫が自分自身について考えるの

を控えめにして，妻をもっと思いやるようにすれば，教会の

すべての家庭と世界中の家庭はもっと幸せになるでしょう

ね。

教会機関誌――ヒンクレー姉妹，あなたは以前，こうおっし
ゃいました。「〔主人は〕いつでも，わたしが興味を持っている

ことをさせてくれます。夫の考える方法やほかの方法で何か

をするように強制されたことはありません。結婚当初から，

主人は自由に羽ばたく大空を与えてくれました。」1 ご主人は

それを実際にどのように行われたのでしょうか。

ヒンクレー姉妹――主人から何かをするように命じられた
ことは一度もありません。わたしに任せてくれるのです。一

人の人間として尊重してくれて，わたしが幸せになることなら

何でもするように勧めてくれます。命令しようとしたり，抑え

つけたりすることは決してありませんでした。

教会機関誌――大管長，あなたはこう言われました。「自分
の理想とする標準に妻を従わせる特権があると思い込んで

いる人がいます。しかしそのような特権は存在しません。」2

ヒンクレー姉妹に対してこのような思いを抱かないようにす

るために，どんなことをしてこられましたか。

ヒンクレー大管長――妻の個性，人格，望み，環境，願い
を理解するように努めてきました。妻が自由に羽ばたけるよ

うにするのです。そうです，妻が自由に飛んで，自分の才能

を伸ばせるようにするのです。自分なりの方法で物事を行う

のを認めて，口出しをしないことです。すると驚くような成果

が見られますよ。

教会機関誌――大管長はどのようなことに驚きを覚えられ

ヒンクレー夫妻が
歩んできた道

大
勢の末日聖徒が詰めかける会場で，マージョ

リー・ペイ・ヒンクレー姉妹が壇上に立つと，

聴衆は一瞬のうちに穏やかな気持ちに満たさ

れます。楽しい冗談を交え，心からの愛によって話しか

けるヒンクレー姉妹は，わたしたちを家族の輪に優しく

引き込んでくれます。まるで皆の母親か祖母であるかの

ように，ヒンクレー姉妹はわたしたちについて誇らしげ

に話します。主の助けがあれば，生活の様々な問題に打

ち勝ち，喜びを見いだすことができると言って励まして

くれます。

ヒンクレー姉妹の夫ゴードン・Ｂ・ヒンクレー大管長

も，壇上に立って話すと，まるで愛にあふれる父親か祖

父のように，どうすればより良い子供，親，夫，妻，家族

の一員となれるかを教えてくれます。

ヒンクレー大管長夫妻は，訪れる先々の教会で新たな

「家族」を見つけているようです。それは5人の子供と25

人の孫，35人のひ孫から成るヒンクレー夫妻の家族に加

えられる家族です。ヒンクレー大管長夫妻は90年を超え

る生涯と66年の結婚生活の中で，どのような生活を送る

べきかについて模範を示してきました。人が果たすべき

最も大切な役割について，ヒンクレー大管長夫妻ほどの

助言者はいません。大管長夫妻はこのほど教会機関誌

編集者の取材に応じて，結婚生活と家族を強める方法

について語ってくれました。

マージョリー・ペイ・ヒンクレー（上，1937年の結婚直前）と
ゴードン・Ｂ・ヒンクレー（上，1932年の卒業記念写真）は
愛し合うパートナーとして66年間ともに道を歩んできた。
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たのですか。

ヒンクレー大管長
――そうですね。たくさ
んありますよ。……

ヒンクレー姉妹（ほ
ほえみながら）――難しい質問ですね。
ヒンクレー大管長―― ……妻はこれまでず

っと家庭を切り盛りしてきました。子供たちが

成長期の間，わたしは教会の責任で家を留守

にすることが多かったのです。昔，長い間アジ

アで働く責任を受けていましたが，1回の訪問

で2か月も帰れないことがありました。当時は

現在のようにいつでも電話で連絡を取り合うこ

とができません。妻が何から何まで引き受け

てきました。家を切り盛りし，あらゆることを処

理し，そして子供たちの世話をしてくれました。

かつて，わたしたちの家の裏庭には菜園が

ありました。あるとき，長い訪問を終えて帰る

と，一面に芝が敷き詰められていました。妻と

子供たちが菜園をシャベルで耕し，芝の種を

まいて，美しい庭を完成させていたのです。

家の南側にも空いている土地が

あったため，菜園を作る場所は

ほかにありました。こうして，裏庭

一面に，美しい芝のじゅうたんが

敷き詰められました。

一事が万事，こんな具合でした。

妻は自分で決断して実行しました。

それに美しいものにかけては，目が高

いのです。

「楽しく過ごす方が好きです」

教会機関誌――ヒンクレー姉妹，あなた
はこう話しておられますね。「人生の様々な

問題を解決する方法は一つだけです。それ

は楽しく乗り切ることです。楽しく生きることと，

めそめそしながら生きることのいずれでもでき

るとしたら，わたしは楽しく過ごす方が好きで

す。めそめそしていても何の解決にもなりませ

ん。」3

ヒンクレー姉妹――笑って過ごせていない
としたら，それは大きな問題を抱えているとい

うことです。

教会機関誌――笑うことがいちばんの特効
薬となった経験を紹介してくださいますか。

ヒンクレー姉妹――ほとんどのことがそうだ
ったと思います。子供たちが幼かったころの

ある日，わたしはオーブン料理を作りました。

自分では最高の出来栄えだと思っていました。

オーブンから取り出すと，息子のディックがこ

う言ったのです。「どうして生ごみを焼いたの。」

教会機関誌――そのとき息子さんは何歳で
したか。

ヒンクレー姉妹――14歳でした。もう少し気
の利いたことを言ってもよさそうな年齢でしょ

う。

「家族のみんなが楽しく耳を傾けていま
す」

教会機関誌――家族のきずなを強めるため
に，御二人はどのようなことをしておられます

か。

ヒンクレー大管長――これまでたくさんの
ことをしてきましたよ。子供たちがまだとても

幼かったころから，夏にはどこかへ出かけて，

何かを見るようにしてきました。子供たちが大

きくなって，結婚してからもこの習慣を続けま

した。

あるとき妻は，子供たちと一緒に香港
ホンコン

へ行っ

て町を歩くのが夢だと言いました。それであ

上――1935年，
教会職員として
働いていたゴードン・
Ｂ・ヒンクレー。

ヒンクレー大管長が中央幹部に召されたころの
ヒンクレー家族。

妻のおかげで幸せな
生活を過ごしてきた，
とヒンクレー大管長
は語った。
（上，1943年ころ，
二人の子供とともに）



るとき家族全員でアジアへ出かけました。次

に，子供たちと一緒にエルサレムの町を歩い

てみたいと言いました。そこでお金をためて，

全員でエルサレムへ行きました。とても楽しい

時間を過ごしました。

子供たちはほんとうに楽しんでいた，と妻に

言いたいと思います。わたしたちは今でも家

族と一緒に過ごす時間を取っています。1か月

に1度，親族が集う家庭の夕べを開いています。

ソルトレーク・シティーに住んでいて，来ること

のできる子供たちや孫，ひ孫たち全員が集ま

ります。子供たちが小さかったころにしていた

ことを，規模を大きくして行っているだけです。

わたしたちは家庭の夕べを開いていました。

わたしがいないときは，妻が家庭の夕べやそ

のほか大切なことを行ってきました。妻は，何

事においても積極的に行動してきました。

教会機関誌――親族が集う家庭の夕べでは
どのようなことをするのですか。

ヒンクレー大管長――一緒に食事をして，
それから語り合います。とても楽しいですよ。

話し合うテーマは一つか二つだけです。家族

のみんなが楽しく耳を傾けています。今のよ

うな時代に，このようなひとときを過ごせるの

は，ほんとうにすばらしいことです。

教会機関誌――確か，大管長は幼いころか
らご両親のもとで家庭の夕べに参加していた

と言われましたね。

ヒンクレー大管長――そのとおりです。昔，
ジョセフ・Ｆ・スミス大管長がこのプログラムを

発表しました。1915年のことです。そのとき父

はこう言いました。「家庭の夕べを開こう。」努

力したのですが，最初はあまりうまくいきませ

ん。けれども，だんだんよくなっていきました。

わたしたちはずっと家庭の夕べを開いてきまし

た。父の家庭から始まって，次にわたしの家

庭で，そして子供たちもそれぞれの家庭で開

いています。

「最善を尽くしてください」

教会機関誌――勧告に従って家庭の夕べを
開き，力のかぎり聖約に忠実に生活している

にもかかわらず，道を踏み外してしまった息

子や娘を持つ親に，何か言葉をかけてくだ

さいませんか。

ヒンクレー大管長――どうか，最善を
尽くしてください。最善を尽くしたら，そ

の後は主にゆだねてください。信仰をも

って歩み続けてください。

ヒンクレー姉妹――決してあきらめてはな
りません。子供たちを見捨ててはなりません。

ヒンクレー大管長――だれかが見捨てない
かぎり，失われる人はいないのです。このこと

を忘れないでください。ところで，わたしたち

の家庭では幸いにも，そのような経験をしたこ

とがありません。こう言えることに感謝してい

ます。わたしの判断では，うちの家族は驚くほ

どうまくいっていると思います。すべてはこの

かわいい女性のおかげです。

ヒンクレー姉妹――まあ，ありがとう。
教会機関誌――家庭の夕べを開いてほしい

と心から願っているものの，そうしてもらえな

い家庭で生活している子供たちに助言をお願

いします。

ヒンクレー大管長――子供たちにできるこ
とはたくさんあります。教会員の間にこのよう

な状況があるのは残念ですが，それは事実で

す。けれども，子供たちは自分たちの最善を

上――1983年，
メキシコ・メキシコ
シティー神殿の
奉献式にて。

ヒンクレー大管長は妻とともに全世界を旅し
た（右）。1991年アルバータ州カードストン
神殿の再奉献のためにカナダを訪れた（上）。
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尽くすことができます。時には親に影響

を及ぼすことができるのです。子供た

ちが祈り，親に願い求めたために，生

活の標準が引き上げられた家族はたく

さんあります。思うようにいかない環境に置か

れている子供たちは，教会の友達の家庭で霊

性を高める経験をすることができます。子供た

ちが本来の享受すべき祝福と恵みにあずかれ

ないのは悲しいことです。福音に従って生活

し，教会のプログラムを実行するよう努力して

いる家庭にいればそれらを受けられたはずな

のですから。

教会機関誌――大管長のお父さんは，子供
をしつけるときに手を上げたことが一度もなか

ったそうですね。4

ヒンクレー大管長――そうです。わたしは
子供をしつけるためにたたいたり，そのほか暴

力的なことをしたりする必要はないと考えてい

ます。愛によって子供をしつけることができる

のですから。親が子供と一緒に静かに座って

話し合うならば，子供に言い聞かせることがで

きます。間違った行動や正しくない方法で物

事を行うことによってどのような結果になるか

を子供たちに話してください。そうすれば，子

供たちは正しい生活をするようになるでしょう

し，それに皆がもっと幸せになるとわたしは思

います。

父は子供を決してたたいたりしませんでし

た。わたしたち子供と静かに話すことがどれ

ほどの効果を持つかをよく知っていました。わ

たしたちが間違った方向に向かっていると，父

はたたいたり，鞭
むち

を振り上げたり，そのような

ことを一切せずに正しい方向に向かせてくれ

ました。わたしは子供に体罰を与えることに正

当性があると思ったことは一度もありません。

必要だとは思わないのです。

教会機関誌――ヒンクレー姉妹は「親が子供
に，人をたたいてはいけないことを，たたくこ

とによって教えることはできません」5 とおっし

ゃっていますね。

ヒンクレー姉妹――娘のジェーンがまだ幼
かったころのことでした。ある日，友達が罰と

して外出禁止になったと言いました。わたしは

「外出禁止って，それはどういう意味」と尋ねま

した。我が家では，子供たちに自分で解決方

法を考えさせるようにしていました。子供たち

が悪いことをしたら，自分でそれに気づいて，

自分で解決方法を考えるようにさせていたの

です。あるとき娘の一人が，日曜日に教会へ行

かないで家にいることにする，と言ってきまし

た。娘はそれを実行し，とても寂しい思いをし

ました。自分を残して全員が教会へ行ってしま

ったからです。ずっと芝生に座っているだけで

した。それからは，二度とそのようなことをし

ませんでした。楽しくないばかりか，寂しい思

いをするだけであることが分かったからです。

「期待していた以上の成果でした」

教会機関誌――ヒンクレー姉妹，ご主人が大
管長に召されたとき，「わたしのようにすてきな

女性がどうして大変な目に遭わなければならな

いのでしょう」6 と考えたとおっしゃって，聴衆

を笑わせました。このすばらしい方と結婚して

66年を過ごした今，その発言をどのように考え

ておられますか。

ヒンクレー姉妹――そうですね，期待して
いた以上の成果でした。すばらしい人生です。

ヒンクレー大管長――ほんとうにすばらし

上――ヒンクレー大管長夫妻，その子供たち
と義理の子供たち。1996年6月エルサレ
ムにある「園の墓」にて。

上――娘，孫娘，
二人のひ孫と
ヒンクレー姉妹。
下――ヒンクレー
大管長80歳の
誕生日パーティーにて。



教会機関誌――意見の違い
をどのように克服しておられ

ますか。

ヒンクレー大管長――わた
したちは連れ立って歩んでき

ました。そして，お互いに対し

て礼儀を重んじてきました。

先ほどからお話ししているように，お互いを

尊重するかしないかで世界はまるで別のも

のになります。個人としてお互いを尊敬し，

伴侶
はんりょ

を自分の流儀に従わせようとしない

ことです。妻が自分なりの方法で生活す

ることを受け入れて，才能や関心を追求

するよう励ますのです。すると，もっと

すばらしい人生になりますよ。

心配なことがあるとすれば，それは，妻の生

活を支配しようとして，あらゆることを指図する

男性がいることです。それではうまくいきませ

ん。男性があらゆることを管理し，妻を支配し

ようとしている家庭では，子供たちも親も幸せ

を得ることはできません。夫婦はパートナーで

す。夫婦は，結婚生活，家族生活と呼ばれるこ

の大いなる事業の同僚なのです。

ヒンクレー姉妹――わたしはいい同僚だっ
たでしょう？

ヒンクレー大管長（笑いながら）――わたし
たちはすばらしい生活を送ってきました。わ

たしたちは今なお，お互いを認め合っていま

すよ。■
注

1. シェリー・Ｌ・デュー，Go Forward with Faith : The

Biography of Gordon B. Hinckley（1996年），141で

引用

2. Cornerstones of a Happy Home（パンフレット，

1984年），5

3. バージニア・Ｈ・ピアス編，Glimpses into the Life

and Heart of Marjorie Pay Hinckley（1999年），107

で引用

4. 「家庭の環境」『聖徒の道』1985年10月号，3－4参照

5. Glimpses, 53で引用

6. Glimpses, 108参照

この会見は，マービン・Ｋ・ガードナーとドン・Ｌ・サール

によってなされました。
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い人生です。申し分のない人生です。これま

での人生で後悔していることは多くありませ

ん。もちろん，何度か間違いをしてきましたが，

深刻な結果を招くような間違いはありませんで

した。わたしはよくやってきたと思っています。

教会機関誌――結婚した若い人たちが今日
こんにち

直面しているチャレンジは，御二人が経験して

こられたチャレンジと同じでしょうか。それと

も異質のチャレンジでしょうか。

ヒンクレー大管長――基本的には同じです。
わたしたちが結婚した当時，世界は大恐慌に

見舞われていました。結婚したとき，わたした

ちにはそれこそ何もありませんでした。だれも

がそうでした。あらゆる人が貧しかったと思い

ます。

ヒンクレー姉妹――自分たちが貧乏だとは
感じませんでした。

ヒンクレー大管長――わたしたちは質素な
生活から出発しました。その後，主は豊かな

祝福を与えてくださいました。わたしたち以上

に祝福を受けた人はいないのではないかと思

うほど豊かに祝福されました。もちろんわたし

たちにも問題はありました。子供の病気やそ

のほか，親として経験するひととおりのことを

経験してきました。でも結局，すばらしい女性

とともに人生を過ごし，子供たちが幸せに成長

して大人になり，人の役に立つような人物にな

ることを見届けられるならば，人生は成功した

と言えると思います。人生は，車を何台持って

いるかとか，家がどれほど大きいとか，そのよ

うなことによって計られるものではないので

す。質的にどのような生活を送るかが人生の

成否を分けるのです。
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最上――1997年
10月フィジーを
訪れる。
上――イエローストン
国立公園にて。

上――1996年5月，
中国の深　

シェンチェン

に
到着する。
左――1995年，
ヒンクレー大管長の
85歳の誕生日を
家族と祝う。
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末日聖徒の声

「歌ってあげなさい」
ルアナ・リッシュ

心
地よいベッドのぬくもりを楽

しんでいたある土曜日のこと

でした。ポケットベルのけた

たましい音にたたき起こされ，ささやか

な幸せは突如吹き飛んでしまいました。

セメント工場の火事を知ったわたしは，

慌ただしく装備すると，部屋を出ました。

ヘルメットをかぶれば，寝癖の付いた髪

を隠すことができるのは好都合です。小

さなこの町の消防署員となり，救急救命

士として働き始めて以来，身だしなみに

は気を遣わなくなってしまいました。

セメント工場の火災はすぐに消し止め

し，そのまま人込みの中に消えて行きま

した。男の子の手を握り，励ましていた

女性に子供の名前を知っているかどうか

尋ねると，「ライアンといいます。わた

しの息子です」という答えが返ってきま

した。驚いたことに，母親と二人の年長

の子供は無事でした。

られたものの，休む間もなく，ポケット

ベルが再び鳴り始めました。高速道路で

事故が発生し，救急救命士出動の要請が

来たのです。けが人の中には4歳の男の

子がいました。この任務は大変困難であ

ると判断し，同僚と二人で直ちに祈り始

めました。大けがをした子供を手当てす

るのは，救命士といえども不安を感じず

にはいられないのです。

事故現場に到着すると，中央分離帯上

に1台の白いワゴン車が逆さまになって

いるのが目に入りました。けが人は恐ら

く車内に閉じ込められているだろうと推

測し，急いで現場を見渡すと，高速道路

の反対車線から呼ぶ声がしました。子供

とおぼしき小さな人影の周りに人垣がで

きていました。偶然いあわせた医者が，

子供のおもなけがについてわたしに報告

目
の前の幼い患者は泣き

叫んでいます。わたしは

おびえる男の子をなだ

め，おまじないのキスで痛みを消

してあげたいと思いました。また，

心配している母親を励ましたいと

思いました。熟知した手順どおり

に処置を施しながらも，無力さを

感じていました。



患者に最善の手当てができるように，

救急救命士は決められた手順に従って処

置を施します。ところが処置手順をどん

なに完璧
かんぺき

にマスターしても，悲惨な事故

現場での任務で，救命士が直面する人間

的な苦悩を克服することはできないので

す。研修で学んだ知識を頭の中で再確認

する一方で，くじけそうになっていたこ

とを覚えています。負傷した幼いライア

ンは泣き叫んでいました。わたしはおび

えるライアンをなだめ，おまじないのキ

スで痛みを消してあげたいと思いまし

た。また，心配している母親に，ライア

ンはきっとよくなると約束することがで

きればと思いました。熟知した手順どお

りに処置を施しながら，無力さを感じ，

孤独感にさいなまれていました。同僚は

ワゴン車の中に閉じ込められた父親を救

助しなければならなかったので，ライア

ンの手当てを手伝ってもらうことはでき

ませんでした。

間もなく救急車が到着しました。病院

へ着くまでの間，車内でライアンの頭を

支えなければなりません。頭上にひざま

ずいて小さな声で話しかけましたが，ラ

イアンは泣き叫び，暴れ続けました。そ

のため，けがの悪化が心配でしたが，ラ

イアンを押さえつけると，別のトラブル

が生じる恐れがありました。

わたしはこれまでに増して熱心に祈り

ました。ライアンを慰め，心を落ち着か

せ，苦しみを和らげるにはどうすればい

いか教えてくださいと，天の御父の祝福

を願い求めました。直ちに「ライアンの

ために歌を歌いなさい」という答えが心

に浮かびました。ためらいを感じたわた

しは，与えられた答えを正しく理解でき

たかどうか神に尋ねました。専門家とし

てほかの手段を取ることもできるはずで

す。救急救命士が，救急車の中で重症患

者に歌を歌って聞かせる姿など想像でき

るでしょうか。

ライアンは泣き叫びました。そしてわ

たしは再び，「ライアンのために歌を歌

いなさい」というはっきりした指示を心

に受けました。ライアンの頭を支えなが

ら，そっとかがみ込んで耳もとに口を近

づけ，わたしは歌いました。「きらきら

と輝き，ほほえみ投げかけ」（「星のよう

に」『子供の歌集』84）。歌を聞いてライ

アンはおとなしくなりました。続いて

「神の子です」などの初等協会の歌を

次々に歌いました。取り乱したライアン

の母親が一緒に歌おうとするのを見て，

ライアンが末日聖徒だということが分か

りました。ライアンがあまりにも静かに

なったので，同乗の特別救急医療士が，

容態が悪化したのではないかと不安にな

ることが何度かありましたが，ライアン

はわたしたちの呼びかける声に反応を示

しました。病院に着き，緊急治療室で待

機していた担当医とスタッフの手にライ

アンをゆだねるまで，わたしは歌い続け

ました。

その日の仕事を終えたわたしは，ライア

ンと父親のことが気になって再び病院を

訪れました。ライアンは手術を受け，術後

の容態は安定しているとのことでした。

ライアンも父親も長い入院生活を余儀な

くされるとはいえ，二人の容態を聞き，感

謝せずにはいられませんでした。この出

会いをきっかけにライアンと親しくなり，

今でも写真入りのクリスマスカードが届く

のを毎年楽しみにしています。

大好きな歌を聞いた瞬間，天の御父が

自分をどれほど愛してくださっているか

を思い出した幼い患者は，心の平安を取

り戻しました。このように祈りの答えが

与えられたことを，わたしは決して忘れ

ないでしょう。緊急医療の効用は確かに

偉大です。けれど，初等協会の歌が持つ

美しさと素朴さは，穏やかで深遠な奇跡

として，わたしの記憶の中に永遠に生き

続けるでしょう。■

ルアナ・リッシュはアイダホ州マッキャモン

ステーク，ラピッドクリークワードの会員

です。

ただのセールス
チャンスとしか思って
いませんでした
ヨランダ・ザヤス

夫
とわたしはどちらも宗教と道

徳の原則を基とする家庭に育

ちましたが，自分たち自身の5

人家族が霊的に成長する様子には，満足

できずにいました。3人の子供ビバリー，

ジャニス，ラルフを連れて，わたしは幼

いころから慣れ親しんだ教会に通ってい

ました。でも，夫のラウルはどの教会も

商売だと言い，教会に行こうとしません

でした。どの教会も金もうけが目的で，

教会の指導者は会員の寄付から利益を得

ていると夫は考えていました。また，教

会の出版物は販売すべきではなく，希望

する人に無料で配付すべきだという考え

を持っていました。

1986年2月，二人の末日聖徒の宣教師

が我が家の前を通り過ぎるのを見かけ，

夫は二人を呼び止めました。目的は，彼

らの所属する教会では集会所の建設用地

を買い入れる計画があるかどうかを聞く

ことでした。夫は不動産業を営んでおり，

宣教師に聞けば，土地を売ることができ

るかもしれないと思ったのです。

夫は，土地購入については何の情報も

得ることはできませんでしたが，回復さ
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2度務めました。支部長の仕事は大変で

したが，支部の会員であるわたしたち一

人一人の模範は，たくさんの良い種とな

ってこの小さな町のあちこちにまかれた

のです。

これ以上天の御父に望むことがあるで

しょうか。わたしたちの感謝の気持ちは

とこしえに続くものです。ちょっとした

セールスをして，教会は営利事業だとい

う証拠をつかむつもりで始めたことが，

我が家にとって日の栄えに続く偉大な仕

事になりました。それは家族が救い主イ

エス・キリストと天の御父とともに永遠

にわたって結ばれる機会だったのです。

■

ヨランダ・ザヤスはプエルトリコ・グワヤマ

地方部，サリナス支部の会員です。

教会に導かれ
ヤダムスレン・ムンクツヤ

モ
ンゴル育ちのわたしは仏教を

信じていました。ある日訪ね

て来た友人は，末日聖徒イエ

ス・キリスト教会の会員でした。友人は

イエス・キリストについて話し，教会に

誘いましたが，わたしは耳を貸そうとも

しませんでした。友人は再び訪ねて来ま

したが，わたしの気持ちは変わりません

でした。

友人が来てから数週間たったある日，

わたしは夢の中で，教会に行くように告

げる声を聞きました。「何ですって。ど

の教会のことを言っているのですか。わ

たしには分かりません。」夢の中でわた

しは尋ねました。するとその声は教会へ

の道順を告げ，「明日の朝，この教会へ

行きなさい。教会では，二人の宣教師が

40

けると，わたしたちはその後神殿で家族

として永遠の結び固めの儀式を受けまし

た。息子のラルフは専任宣教師として奉

仕し，神殿で結婚しました。2人の娘は

神殿で帰還宣教師と結婚し，わたしたち

は現在健康でかわいい9人の孫に恵まれ

ています。

夫とわたしはこれまで教会で数々の召

しを果たし，霊的に成長してきました。

また，支部の中で福音がはぐくまれるよ

う，働き続けました。わたしたちの支部

は美しい魅惑の島プエルトリコの南部に

あります。夫はサリナス支部の支部長を

れた福音について話し合うために時間を

取ってほしいと，宣教師に言われました。

彼らの教会もこれまでに行った教会と大

差ないに違いないと決めてかかった夫

は，宣教師に翌日もう一度来るように言

いました。彼らの教会も単に金もうけの

ために神を利用しているだけだという事

実を突きつけようと考えていたのです。

翌日宣教師が尋ねて来たとき，わたし

たちは多少の疑いを抱いていました。け

れど宣教師が教会とその歴史について話

し始めると，心の中に何か非常に特別な

ものを感じました。帰り際にモルモン書

を手渡されたので，夫は代金を尋ねまし

た。無料だと言われて，夫は驚きました。

また，この教会は営利主義にまったく毒

されていないと知ったときの夫の驚き

は，さらに大きなものでした。興味を引

かれた夫は，宣教師にいろいろな質問を

しました。

その日以来，毎週日曜日に教会に行き

ました。そして1987年7月15日，一家そ

ろって改宗したのです。バプテスマを受

宣
教師がモルモン書を

手渡したので，夫は代金

を尋ねました。無料だと

聞き，夫は驚きました。



あなたを待っています」と言いました。

翌朝目覚めたときには，頭が混乱して

いました。｢夢の中の声は一体だれだっ

たのかしら。だれがわたしに話しかけた

のかしら｣と不思議な思いでしたが，とに

かく教会に行ってみることにしました。

夢で教えられたとおりに行くと教会が

ありました。二人の宣教師がドアの所で

わたしを迎え，握手をして集会に案内し

てくれました。教会の人は優しく，皆ほ

ほえんでくれたので，わたしはとても幸

せな気持ちになりました。

聖餐
せいさん

会の後で，宣教師から話を聞くよ

うに誘われたので，受けることにしました。

ジョンソン長老とサンプソン長老から

初歩的なことを学びましたが，わたしに

はよく理解できませんでした。すると長

老たちはもう一度最初から説明し直して

くれました。二人の宣教師は力強い証
あかし

を

しました。わたしはたくさんの質問をし

ましたが，長老たちはどの質問にも答え

てくれました。また，一緒に聖文を読み

ました。宣教師は帰り際に，その日学ん

だことについて祈ってみるように言いま

した。

わたしは幸福を感じ，宣教師から学ん

だことが真実かどうかを神に尋ねること

にしました。ひざまずいてこのように祈

りました。「神は生きておられ，わたし

を愛してくださっているのでしょうか。

イエス･キリストは生きておられますか。

またこの教会は真実の教会でしょうか。

もしそうなら，御霊
みたま

を感じさせてくださ

い。」祈り終わると，ゆったりと心地よ

く，まるで空を飛んでいるような気分で

した。そして祈りの答えが心に与えられ

るのを感じました。「神は生きていて，

あなたを愛しておられます。イエス・キ

リストは生ける御方です。迷うことはあ

りません。これが唯一の真実の教会で

す。」聖霊が真実を証してくださってい

るのだということが分かりました。祈り

の答えが神から与えられたのです。

2日後，宣教師が再び訪ねて来たので，

わたしは自分の気持ちを伝え，バプテス

マを受けたいと言いました。そして喜び

のあまり，辺りを跳びはねました。その

後3週間で宣教師から学び終え，ついに

バプテスマを受けました。

神が生きておられ，わたしたちを愛し

てくださっていることを知っています。

イエス・キリストは贖
あがな

い主であり救い主

です。また，ジョセフ・スミスが父なる

神とその御子イエス・キリストにまみえ

たことを知っています。わたしはモルモ

ン書を愛しています。そしてこの書物が

神の言葉であることを知っています。わ

たしは現在アメリカ合衆国ノースカロラ

イナ州ローリーで専任宣教師として働い

ています。伝道が大好きです。これは主

の業です。わたしはイエス・キリストの

真実の教会に導かれたことに心から感謝

しています。■

ヤダムスレン・ムンクツヤは伝道を終え，

現在モンゴル・ウランバートル北地方部，

オールドダルハン支部の会員です。

夢
の中で，教会に

行くように告げる

声を聞きました。

「どの教会のことですか」と

尋ねると，その声は

この教会への道順を

説明しました。

「二人の宣教師が教会で

あなたを待っています。」
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わたしたちは天父の娘であり
天父はわたしたちを
愛しておられます

わたしたちは天父の娘であり
天父はわたしたちを
愛しておられます
中央若い女性会長

スーザン・W・タナー



教
室を見渡し，12歳の少女たちの，

内気だけれども真剣な表情を見な

がら，「わたしたちは天父の娘です。

天父はわたしたちを愛しておられます」とい

う若い女性のテーマの最初の一文を思い出し

ました。

わたしは「この若い女性たちは，天の御父

が自分を愛してくださっていることをどれほ

ど理解しているかしら」と思い，尋ねてみま

した。

ほとんどが下を向いたり，落ち着きなく足

を動かしたりしていました。答えを考えるに

は時間が必要だし，あまり人には知られたく

ないかもしれないと思ったわたしは，「レッ

スンの間中，考えてみてください」と言いま

した。

人生の中で主の愛を見いだす
レッスンの最後に，一人一人に紙を

わ
たしは

「この若い

女性たちは

天の御父が

自分を愛して

くださっていることを

どれほど理解している

かしら」と思い，

尋ねてみました。

渡し，天の御父が自分を愛しておられること

をどのようにして知ったかを，無記名で書く

ように頼みました。苦労している様子で，

「難しい」とか「ほんとうに知っているのか

どうか分からない」という声が聞こえてきま

した。わたしは特に，ジョセリンに胸を打た

れました。レッスンの間中涙を流していたの

です。一人になって彼女たちの答えを読みま

したが，しわくちゃになった紙のうち，どれ

がジョセリンのものかすぐに分かりました。

そこには「お母さんを救ってくださったから」

とだけ書いてありました。

ジョセリンの母親は大切な友人の一人で，

わたしも彼女のために心を込めて祈っていま

した。心臓の外科手術が成功し，もうすぐ退

院できるというとき，脾臓
ひぞ う

の動脈が破裂し，

すぐに危篤
きと く

状態に陥りました。数人の医師が

大急ぎで救命措置を行い，緊急手術を行え

るまでに回復させました。彼女の回復

はまさに奇跡としか言いようがあり

ません。それはジョセリンやわた
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しを含む多くの人々の祈りへの答えであり，

神の愛を力強く証
あかし

する出来事でした。

でもそれと同時に，わたしはジョセリンの

答えを読んで身震いしそうになりました。も

し天の御父がジョセリンの母親を救ってくだ

さらなかったら，どうなっていたでしょうか。

それでもジョセリンは，天の御父が自分を愛

してくださっていると分かるでしょうか。こ

の世において避けて通ることのできない悲し

みや悲劇に遭っても，主の愛を感じることが

できるでしょうか。

そのとき，わたしはめいのアシュレーを思

い出しました。アシュレーもまた天の御父か

ら愛されていることを知っています。しかし，

アシュレーはジョセリンとまったく反対の経

験をしていたのです。

約1年前，アシュレーは両親とともに，北

カリフォルニアの自宅近くにある，海岸沿い

の岩場を歩いていました。父親は水彩

画を描くために美しい風景を写真に撮ってい

ました。そのとき突然，何の前触れもなく，

荒波が海辺を襲い，父親は海にさらわれ，母

親は岩の上を引きずられました。アシュレー

は海から離れていたため，波にさらわれずに

済みました。目の前で起こった出来事に

驚愕
きょうがく

しながらも，アシュレーは急いで助け

を呼びに行きました。

間もなく，携帯電話を持った男の人が救急

に連絡し，救命活動が開始されました。母親

は，ヘリコプターでしか救助できない危険な

場所にさらわれていました。ごつごつした岩

と激しい波のために背骨と腕の骨が折れ，大

小の傷が幾つもありました。アシュレーの母

親は海辺で救命隊を待っている間，夫がそば

にいるのを感じました。そして夫が亡くなっ

たということもはっきりと分かりました。結

局，父親の遺体は発見されませんでした。

天の御父はアシュレーの父親を救われませ

も
し天の御父が

ジョセリンの

母親を救って

くださらなかったら，

どうなっていた

でしょうか。

それでもジョセリンは，

天の御父が自分を

愛してくださっていると

分かるでしょうか。



んでした。でも，アシュレーは，御父から愛

されていることを知っています。「そのとき，

わたしは聖霊からの慰めをずっと感じていま

した。もう一度お父さんに会えると分かりま

した。そして，助けに来てくれた人たちの親

切を通して，主の愛を感じました」とアシュ

レーは言います。

毎週，世界中の若い女性とその指導者は起

立して，こう唱えます。「わたしたちは天父

の娘です。天父はわたしたちを愛しておられ

ます。」わたしたちはほんとうにこのことを
知っているでしょうか。そのことを深く知っ

ていて，そこから強さと支えを得ているでし

ょうか。どうしたら，主の愛をさらに知り，

感じることができるでしょうか。ジョセリン

とアシュレーの経験は，人生にあって喜びの

ときも，悲しみのときも，神の愛を知ること

ができるようになると教えています。

聖文の中に主の愛を見いだす
この二つの対照的な経験について思い巡ら

していると，聖文に書かれた，同じような例

を思い出しました。燃える炉から救い出され

たシャデラク，メシャク，アベデネゴと，火

で焼かれて殉教
じゅんきょう

したアビナダイの話です。

シャデラク，メシャク，アベデネゴは主の

忠実な僕
しもべ

でした。主が自分たちを愛しておら

れることを知っていました。もし主の御心
みこころ

な

らば，主は自分たちを燃える炉の中から救い

出してくださるという信仰を持っていまし

た。こう言っています。「もしそんなことに

なれば，わたしたちの仕えている神は，その

火の燃える炉から，わたしたちを救い出すこ

とができます。また王よ，あなたの手から，

わたしたちを救い出されます。」（ダニエル

3：17）主は自分たちをお救いになれると信

じていただけでなく，もっと大切なのは，結

果として守られるとしても守られないとして

も，主の御心が行われると信じていたことで

した。ネブカデネザル王は彼らが奇跡的に助

かったことを見て非常に驚き，神が「自分に

寄り頼むしもべら」に対して抱いておられる

力強い愛に気づきました（ダニエル3：28）。

モルモン書に登場する預言者アビナダイも

また，火で焼かれそうになりながらも主を信

じました。ノア王は言いました。「わたしと

わたしの民について災いを述べた言葉をすべ

て取り消さないかぎり，おまえはこの理由で

殺されることになる。」（モーサヤ17：8）

アビナダイは雄々しく拒みました。火で焼

かれる時が来ても，奇跡的に助けられること

はありませんでした。「彼は神の命令を拒も

うとしなかったために殺され，自分の言葉が

真実であることを死によって確かなものとし

シ
ャデラク，

メシャク，

アベデネゴは

信仰を持っていて，

燃える炉の中で

命を助けられました。

預言者アビナダイも

主を信頼しましたが，

命は助けられません

でした。

しかし4人とも，

主に愛されていること

を知っていました。
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たのである。」（モーサヤ17：20）アビダナイ

は自分に対する主の愛と主の御心
みこころ

を信じてい

ました。

シャデラク，メシャク，アベデネゴは火で

焼かれることなく命を助けられましたが，ア

ビナダイは助けられませんでした。しかし，

4人とも，主に愛されていましたし，そのこ

とを知っていました。

この二つの物語の結末から，神の愛はこの

世の出来事を超越したものであることが分か

ります。主の愛は，身に起こる良いことや悪

いことよりも大いなるものです。時に主は，

わたしたちの心の願いをかなえて祝福してく

ださいます。また，望みが成就しない，ある

いは絶たれたときでも，重荷を背負う力や慰

めを与えてくださるのです。

すべてのことに主の愛を見いだす
わたしは人生の中で，

自分に対する主の愛を知

るようになりました。

祝福を求めて祈り，

与えられたことも

46

ありました。憐
あわ

れみと奇跡に，誕生とバプテ

スマに，健康と癒
いや

しに，朝と山に，友情と家

族の愛に，主の定められた時と神殿に，わた

しは主の愛を感じます。

それとは対照的に，試練のときにもまた，

主に支えられてきました。この杯
さかずき

を取りのけ

てくださいと願い求めても，重荷が取り去ら

れないときもあります（ルカ22：42参照）。

でも，実はそのような困難な経験の中でこそ，

さらに主に頼る気持ちが増し，主のあふれる

愛を豊かに感じることができるのです。その

ようなときこそ，主を近くに感じます。主が

背負ってくださり，慰めてくださり，歩み続

けられるように勇気を与えてくださっている

と分かるからです。パウロがローマ人に教え

たように，どんな困難もわたしを神の愛から

離れさせることはないと知っています。

「だれが，キリストの愛からわたしたちを

離れさせるのか。患難
かんなん

か，苦悩か，迫害か，

飢えか，裸か，危難か，剣か。

わたしは確信する。死も生も，天使も支配

者も，現在のものも将来のものも，力あるも

のも，

高いものも深いものも，その他どんな被造

物も，わたしたちの主キリスト・イエスにお

ける神の愛から，わたしたちを引き離すこと

はできないのである。」（ローマ8：35，38－

39）

ジョセリンとアシュレーの場合もそうで

す。ジョセリンの親は救われ，アシュレーの

親は救われませんでしたが，二人を神の愛か

ら引き離すことはできませんでした。喜びの

ときも悲しみのときも，どのような経験をし

ても，主の愛を感じているからです。わたし

は，世界中のすべての若い女性の皆さんが，

どのような状況にあっても，ジョセリンやア

シュレーのように確信をもってこう証してく

ださるように願っています。「わたしたち

は天父の娘です。天父はわたしたちを愛

しておられます。」■

時
に主は，

わたしたちの

心の願いを

かなえて祝福して

くださいます。また，

望みが成就しない，

あるいは絶たれたとき

でも，重荷を背負う力

や慰めを与えて

くださるのです。



ス
イスのクロイツリ

ンゲンのインステ

ィテュートの生徒

たち（上）は，モルモン書

を学び始めると，生活の中

に確かな平安を感じるよう

になりました。そこで彼ら

は，その御霊
みた ま

を支部の会員

たちと分かち合おうと決心

しました。生徒たちは，

聖餐
せいさん

会でモルモン書につい

て証
あかし

を述べました。またイ

ザヤ書第12章2節をテーマと

して用いて（右），1か月の

間1日1章ずつモルモン書を

読むように支部の会員たち

を励ましました。

1か月にわたるチャレンジ

の期間が過ぎても，支部の

会員たちはモルモン書を読

み続けました。モルモン書

を読むにつれて，インステ

ィテュートの生徒たちが感

じた同じ平安を会員たちも

感じるようになったのです。

アーレッタ・リーザンは次

オランダ便り

18
41年にエルサレム

に向かう途中，十

二使徒定員会のオ

ーソン・ハイド長老（上）

は，オランダのロッテルダ

ムで1週間余り過ごし，福音

を教えました。しかし末日

聖徒の宣教師がオランダに

召されたのは，それから20

年もの年月がたってからで

した。オランダで初めて改

宗した人たちは，1861年10

月１日にブルック・アッカ

ーワウデという村の近くで

バプテスマを受けました。

今や，オランダには3つの

ステークがあり，およそ

7,800人の教会員がいます。

オランダ・ハーグ神殿は，

2002年9月8日に奉献されま

した。

御存じでしたか？

モルモン書を読もう

のように話しています。「今

では，支部の中にとても強

い御霊があります。皆，も

っと主が求められることを

行いたいと望むようになり，

また互いへの愛を感じられ

るようになっています。そ

の愛は，イエス・キリスト

がわたしたちそれぞれに対

して抱いておられるのと同

じ愛なのです。」
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それは10月の
出来事でした

教
会歴史の中で10
月に起こった重要
な出来事を幾つか

紹介します。
1833年10月5日――預
言者ジョセフ・スミスは，オハ

イオ州カートランドからカナ

ダに向かって旅立ちました。

カナダの地でジョセフは，16

人に福音を伝え，バプテスマ

を施しました。

1867年10月6日――テ
ンプルスクウェアに新たに完

成したタバナクルで，初めて

の総大会が開かれました。タ

バナクルの建物は，1875年の

10月9日に奉献されました。

2000年10月8日――ゴ
ードン・Ｂ・ヒンクレー大管長

が，新たに建設された2万

1,000人収容可能なカンファレ

ンスセンターを奉献しました。

この建物はタバナクルの北隣

の街区に建っています。



今月号に採り上げられているテーマ
Fは『フレンド』の略
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『リアホナ』
2003年10月号
の活用法

忘れられないレッスン

レッスンや霊的な話し合いの中で，特に意義深いあるい

は楽しいと感じたもの，または自分や周りの人の人生に

とって祝福となったものがありますか。忘れられないレ

ッスンに関する記事を，Teaching，Liahona，Room

2420，50 East North Temple Street，Salt Lake City，

UT 84150-3220，USA，または電子メールで cur-

liahona-imag@ldschurch.orgまでお送りください。

あなたの氏名，住所，電話番号，ワードおよびステーク

名（または支部および地方部名）を忘れずに明記してく

ださい。

写真／ケリー・ラーセン，
写真はイメージです。

レッスンのためのアイデア

●「時」10ページ――ダリン・H・オークス長老は，わたしたちはただ正しいことを

行うだけでなく，正しいときに行う必要があると教えています。主の時にかなって

（あるいはかなわないで）何かを行うとどのようなことが起こるか，聖典の中の出来

事や家族の経験から話してもらいます。

●「わたしたちは天父の娘であり 天父はわたしたちを愛しておられます。」42ページ

――スーザン・W・タナー姉妹が投げかけている質問について話し合います。「天の

御父が，わたしたちの望むような形で祈りにこたえてくださらないときには，どうした

らよいのでしょうか。天の御父がわたしたちを愛しておられることをどのように知る

ことができるでしょうか。」タナー姉妹のめいであるアシュレーやアビナダイの話，そ

のほかの類似した話と関連づけて考えましょう。

●「ちびっ子機関車君」F2ページ――子供たちに，ジェームズ・E・ファウスト副管

長が語った「ちびっ子機関車君」のお話を知っているか尋ねます。一人の子供に内

容を簡単に話してもらいます。3つの列車の態度について話し合い，どうしたら小さ

な青い機関車のようになれるか，子供たちに具体的な例を挙げてもらいます。
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。



「結
局，すばらしい女性とともに人生を過ごし，子供たちが幸せに成長して

大人になり，人の役に立つような人物になることを見届けられるならば，

人生は成功したと言えると思います。」66年に及ぶ夫婦・家族生活を振り

返りながら，ゴードン・B・ヒンクレー大管長はそう語った。「人生は，車を何台持

っているかとか，家がどれほど大きいかとか，そのようなことによって計られるも

のではないのです。質的にどのような生活を送るかが人生の成否を分けるのです。」

「ヒンクレー夫妻が歩んできた道」32ページ参照
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